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１ 平成２９年度当初予算案規模

○当初予算（一般会計）

○予算内訳（費目別内訳）

平成２９年度土木部当初予算案額 ２，９０９億６，６５４万７千円
・前年度土木部当初予算額 ３，２０７億６，７４１万１千円に対し、２９８億８６万円４千円の減、
対前年度比９０．７％

・平成２９年度県当初予算案額 １兆７，１８３億７３百万円に対する土木部当初予算額の
構成比率は１６．９％

予算額 対前年度比（差額） 対前年度比（率）

復興・創生事業

公共事業費 １，７６４億１，７３７万３千円 △２０３億８，４５６万７千円 ８９．６％

一般公共事業費 ３７９億９，０７８万 円 △２６２億６，１５１万６千円 ５９．１％

県単公共事業費 １，３８４億２，６５９万３千円 ５８億７，６９４万９千円 １０４．４％

一般事業費 １８３億２，６９９万９千円 △１０９億１，２７５万 円 ６２．７％

計 １，９４７億４，４３７万２千円 △３１２億９，７３１万７千円 ８６．２％

通常事業

公共事業費 ６９４億３，７８５万３千円 △４億８，６８６万５千円 ９９．３％

一般公共事業費 ２３９億８，１８４万７千円 ６億３，０２５万５千円 １０２．７％

県単公共事業費 ２９２億７，４７２万５千円 △３０億１，９０８万１千円 ９０．７％

維持補修費 １６１億８，１２８万１千円 １９億 １９６万１千円 １１３．３％

一般事業費 １８６億４，８１５万８千円 ２１億８，１２８万６千円 １１３．２％

義務的経費 ８１億３，６１６万４千円 △１億９，７９６万８千円 ９７．６％

計 ９６２億２，２１７万５千円 １４億９，６４５万３千円 １０１．６％

復興・創生事業＋通常事業

公共事業費 ２，４５８億５，５２２万６千円 △２０８億７，１４３万２千円 ９２．２％

一般公共事業費 ６１９億７，２６２万７千円 △２５６億３，１２６万１千円 ７０．７％

県単公共事業費 １，６７７億 １３１万８千円 ２８億５，７８６万８千円 １０１．７％

維持補修費 １６１億８，１２８万１千円 １９億 １９６万１千円 １１３．３％

一般事業費 ３６９億７，５１５万７千円 △８７億３，１４６万４千円 ８０．９％

義務的経費 ８１億３，６１６万４千円 △１億９，７９６万８千円 ９７．６％

合 計 ２，９０９億６，６５４万７千円 △２９８億 ８６万４千円 ９０．７％

ふくしま復興再生道路などの復興事業については、引き続き必要な予算を計上し、増
額となっていますが、東日本大震災関連の災害復旧工事などの進捗により復旧事業が
減額となり、全体では、減額となっています。
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９６２億円

1.016

平成２９年度土木部予算案規模

９４７億円

２，２６０億円

（単位：百万円）

通
常
事
業

復
興
・創
生
事
業

平成２８年度当初予算
３，２０８億円

69,925

196,802

一般事業

0.862

１，９４７億円

公共事業

前年度比
０．９１

平成２９年度当初予算
２，９１０億円

23,352

32,294

16,467

132,550

64,252

14,279

8,334

29,240

69,438

176,417

23,982

29,275

16,181

18,648

8,136

18,327

138,427

37,991

公共事業

県単公共

県単公共

公共事業

公共事業

一般公共

一般公共

維持補修

一般事業

義務的経費
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１　基本方針

２　ポイント

Ⅰ 東日本大震災及び原子力災害からの復興・創生に関する事項

Ⅱ 県土づくりプランの３つの柱

　そこに暮らす人々が、共に生きる喜びを分かち合えるよう、独自の文化や風土、歴史、地域資源など
に配慮しながら、地域の方々と共にまちづくりや地域づくりに取り組むほか、すべての人が、快適に生
活できるよう、生活空間の改善や施設整備を進めます。
　また、再生可能エネルギーの活用や自然環境の保全に積極的に取り組みます。

　復興公営住宅整備について、避難されている方々の早期入居に向け、更なる整備促進に全力で取り
組みます。
　また、民間住宅の自立再建支援や応急仮設住宅等の適切な維持管理など被災者等の居住の安定
確保を図ります。

　東日本大震災により被災した公共土木施設等について、完了時期を見通しながら早期復旧に取り組
みます。

　津波被災が甚大であった沿岸部の地区について、市町村のまちづくりと整合を図りながら、海岸堤防
や防災緑地、河川の津波対策等、防災機能の強化を推進します。

　避難解除等区域における避難者の帰還、環境再生、産業復興等の取組を支援するため、ふくしま復
興再生道路を始めとする本県の復興の基盤となる道路の整備や小名浜港などの物流拠点の整備を推
進します。

　災害時の通行確保に向けた道路網の強化や、市街地の浸水被害の軽減など、自然災害に備えたソ
フト・ハード対策に取り組むとともに、県民の生活を支える社会基盤を次世代に引き継ぐため、既存施
設の長寿命化と適切な維持管理を計画的・戦略的に進めます。
　また、積雪地域や過疎・中山間地域において年間を通し安全で安心できる暮らしを守るため、生活環
境の改善に取り組みます。

(1)　安全で安心できる生活環境の確保

(2)　ふくしまの活力を支える社会資本の整備

(3)　思いやりにあふれたまちづくり・地域づくり

　広域的な連携・交流を支え地域の活力を高める道路整備や、国内外との物流拠点としての小名浜港
や相馬港の整備、良好な市街地形成を図る都市基盤の整備など、ふくしまの活力を支える社会資本の
計画的な整備を図ります。

(3)　津波被災地等の復興まちづくり

(4)　県土の復興を支援する道路ネットワークや物流基盤の整備

(1)　避難者の居住の安定確保

(2)　公共土木施設等の災害復旧

　平成２９年度は、復興・創生期間の２年目となる年であり、被災地域の復興を更に前に進め、しっかりとし
た形にしていくため、事業の終期を見据え、引き続きスピード感を意識しながら復旧・復興工事を着実に進
めていきます。
　また、本県の復興を成し遂げるためには、被災地域だけでなく県内全域での人と地域の繋がりが大きな
原動力となることから、県土全域の将来像を見据えた社会資本整備を展開していきます。
　さらに、建設から長期間が経過する施設の増大に対応するため、予防保全の考え方に基づいた計画的
な維持管理を実施していきます。
　これらを踏まえ、平成２５年に策定した「ふくしまの未来を拓く県土づくりプラン」に掲げる復興・再生の重
点施策及び、県土づくりの３つの柱を基に当初予算を編成し、『ともに育む、風土が息づく美しい県土』に
向けた取組を更に進めることとします。

２ 平成２９年度 当初予算編成方針
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（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

1

2

3

4

5

6

7

Ⅰ　東日本大震災及び原子力災害からの復旧・復興に関する主要事業

(1)　避難者の居住の安定確保

8

復興公営住宅の整備
　原子力災害により、長期避難を余儀なくさ
れている方々の居住の安定を確保するた
め、県が復興公営住宅を整備する。

◆復興公営住宅
　 整備促進事業

【建築住宅課】

◆安心耐震
　 サポート事業

【建築指導課】

○

◆公共災害復旧
　 事業
　
【河川整備課】
【港湾課】

30

主な事業内容 H29当初 H28当初
復興・
創生

事業名（取組）新規

52,913 62,340 ○

8

空き家を活用した地域の活性化・復興の促
進
　定住・二地域居住、被災者等の住宅再建
を推進し、本県の活性化・復興を図るため、
県外からの移住者や被災者等が行う空き家
改修等に対し、補助する。

126

27 ○

住宅の二重ローン対策
　東日本大震災により被災した住宅に既存
住宅債務があり、住宅建設・補修等のため、
新たな資金を借り入れることとなった被災者
に対し、既存債務の利子相当額を補助す
る。

20 ○

安全安心ふくしまの家づくりの推進
　東日本大震災の教訓を踏まえ、災害に強
く安全・安心なまちづくりを推進するため、市
町村が行う木造住宅耐震改修補助事業に
対し、補助する。

30

105

◆住宅復興
　 マッチング
　 サポート事業

【建築指導課】

◆空き家・ふるさと
　 復興支援事業

【建築指導課】

◆住宅復興資金
　 （二重ローン）
　 利子補給事業

【建築指導課】

被災者の住宅再建とふるさと帰還の促進
　住宅の改修や建替を希望する被災者や避
難者に、被災地等で不足している工務店・
設計者・不動産業者等を紹介する窓口を設
置する。

○

(2)　公共土木施設等の災害復旧

19,950 50,790

公共土木施設等の災害復旧
（東日本大震災）
　東日本大震災により被災を受けた公共土
木施設等の復旧を行う。

避難者の住宅再建とふるさと帰還の促進
　避難者の住宅再建・ふるさと帰還を促進
し、まちの活気を呼び戻すため、避難指示
を受けた市町村が行う建物状況調査に対
し、補助する。

5 -

○

○ ○

◆ふるさと帰還と
    まちの活気を
    呼び戻す
    住まいの診断
    モデル事業

【建築指導課】

３ 平成２９年度の土木部主要事業
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（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

8

9

10

11

12

13

- ○ ○

◆復興祈念公園整
　 備事業

【まちづくり推進課】

復興祈念公園の整備
　東日本大震災の犠牲者への追悼と鎮
魂、震災の記憶と教訓の伝承、復興への
強い意志の発信等を目的に復興祈念公園
を整備する。

299

津波被害を軽減する河川堤防等の整備
　東日本大震災により被災した河口部の河
川堤防の嵩上げを実施し、浸水被害の軽減
を図る。

12,579

5,347 ○

◆復興交付金事業
　 （防災緑地）

【まちづくり推進課】

2,697 ○

5,292

(3)　津波被災地等の復興まちづくり

津波被害を軽減する防災緑地の整備
　東日本大震災を教訓に津波に強い地域
づくりを推進するため、津波被害を軽減する
機能を有する防災緑地を整備する。

2,868

◆復興交付金事業
　 （道路）、
　 交付金事業
　 （道路）（再生・
　 復興）による
　 道路整備

【道路整備課】

○

◆交付金事業
　（河川）（再生・
　復興）による
　河川堤防の整備

【河川整備課】

津波被害を軽減する海岸堤防等の整備
　東日本大震災を教訓に津波に強い地域
づくりを推進するため、海岸堤防の無堤区
間の解消を図る。

2,221

事業名（取組）

災害に強く安全で安心なまちづくりを
支える道路整備
　災害に強く安全で安心なまちづくりを支え
るため、海岸堤防や防災緑地などと合わ
せ、一体的な道路を整備する。

6,111

◆交付金事業
　 （海岸）（再生・
　 復興）、
　 交付金事業
　 （港湾）
　 （再生・復興）、
　 交付金事業
　 （漁港）（再生・
　 復興）による
　 海岸堤防の整備

【河川整備課】
【港湾課】

主な事業内容 H29当初 H28当初
復興・
創生

新規

8,398 ○

(4)　県土の復興を支援する道路ネットワークや物流基盤の整備

復興・創生を支援する道路整備
　東日本大震災等を踏まえ、災害に強い道
路ネットワーク構築を実現するため、浜通りと
中通りを結ぶ道路や津波被災地のまちづく
り等を支援する道路の整備を推進する。
また、落石対策等を進め、防災機能の強化
を図る。

52,275 28,626 ○

◆交付金事業
　 （道路）（再生・
　 復興）、
　 交付金事業
　 （道路）
　 復興交付金事業
　 （街路） による
　 道路整備
　
【道路管理課】
【道路整備課】
【まちづくり推進課】
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（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

14

15

16

17

18

19

20

公共土木施設等の災害復旧
（平成２７年豪雨災害）
　平成２７年９月関東・東北豪雨等により被
災を受けた公共土木施設等の復旧を行う。

4,423 1,865

◆公共災害復旧
　 事業

【道路管理課】
【河川整備課】

命を守る土砂災害対策の推進
　頻発する土砂災害に備えるため、ハード整
備とソフト対策が一体となった土砂災害対策
を推進する。

港湾の整備と利用の促進
　小名浜港・相馬港における取扱量の増大
や船舶の大型化に対応するため、国と共同
で防波堤・岸壁・泊地・橋梁等の整備やふ
頭の埋立造成などを行う。

11,299 9,017

主な事業内容 H29当初
復興・
創生

◆小名浜港・相馬港
   国際物流ターミナ
　 ル整備事業　など

【港湾課】

H28当初 新規 事業名（取組）

754

○

12,703
適正な維持管理（道路）
　道路の社会資本の計画的・戦略的な維持
管理により、県民の安全・安心を確保する。

1,349

 Ⅱ　県土づくりプランの３つの柱

(1)　安全で安心できる生活環境の確保

◆補助（ダム）、
　 交付金事業
　 （河川）、
　 河川災害関連費
　 河川災害復旧
   助成費　など

【河川整備課】

地域間の連携・交流を支え
地域力を高める道づくり
　地域間の連携交流を支える道路の整備等
により、地域の活力や安全・安心の向上を図
る。

11,473 11,713

◆交付金事業
　 （砂防）

【砂防課】

14,336

適正な維持管理（河川・海岸など）
　河川などの社会資本の計画的・戦略的な
維持管理により、県民の安全・安心を確保す
る。

1,563

◆道路維持補修
　 事業等による
　 適正な公共施設
　 の維持管理

【道路管理課】

治水安全度を向上させる
河川改修等の推進
　近年、災害により被災した河川、浸水被害
が頻発している河川や沿川に人家が密集し
ている市街地河川を優先的に整備し、治水
安全度の向上を図る。

4,585 4,787

◆河川海岸維持
　 管理事業などに
　 よる適正な公共
　 施設の維持管理

【河川整備課】
【砂防課】
【港湾課】
【空港施設室】

989

◆交付金事業
　 （道路）、
　 補助事業（道路）

【高速道路室】
【道路管理課】
【道路整備課】

6



（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

21

22

23

24

25

26

27

28

H29当初

◆道路橋りょう改良
    事業（県単）

【道路計画課】

放射性物質を含む下水汚泥等の
適切な保管と処分の推進
　原発事故により放射性物質に汚染された
下水汚泥等を適切に保管するとともに、安
定的かつ確実な処分先の確保に取り組む。
また、仮設減容化施設の解体・撤去を実施
する。

5,102 10,592 ○

H28当初
復興・
創生

304 320

主な事業内容

◆下水汚泥放射能
　 対策事業

【下水道課】

道路敷を活用した再生可能エネルギーの
推進
　道路敷きに太陽光発電などの再生可能エ
ネルギー発電施設を設置し、災害に強い信
頼性の高い道路ネットワークの持続的な維
持管理を図る。

50

すべての人にやさしい
快適で安全安心な生活空間の創出
　公園施設における予防保全を図るため、
長寿命化計画に基づき、老朽化施設の計
画的な更新を着実に実施する。

◆交付金事業
    （公園）

【まちづくり推進課】

新規 事業名（取組）

177 145 ○

◆建築物耐震化
　 促進事業

【建築指導課】

(2)　ふくしまの活力を支える社会資本の整備

交流とにぎわいを支える街なかの道づくり
　良好な市街地形成を図るため、多様な機
能を有する都市内道路の整備に取り組む。

1,734 2,084

◆交付金事業
　 （街路）、
　 街路事業

【まちづくり推進課】

活力ある建設業への取組
　県内の建設業が地域を支える活力ある
産業となるよう、産学官が連携して、課
題解決のための様々な施策に取り組む。

10 -

民間の大規模建築物等の耐震改修の促進
　法により耐震診断が義務付けられた不特
定多数の者が利用する大規模建築物、災
害時の避難所等となる防災拠点建築物等の
耐震化を促進するため、事業者が行う耐震
診断・改修へ補助金を交付する市に対し、
補助する。

486

◆元気ふくしま、
　 地域づくり交流
　 促進事業
◆交付金（地域づく
　 り）

【まちづくり推進課】

(3)　思いやりにあふれたまちづくり・地域づくり

5 ○

地域資源を活かした地域づくり
　本県の多彩な風土や観光資源、地域資源
の活用により持続的成長が可能な地域づく
りを図るため、地域団体・住民や市町村とと
もに交流人口の拡大に結びつく戦略を策定
し、各事業主体の役割分担のもと、ｿﾌﾄ･ﾊｰ
ﾄﾞ両面からの地域活性化を図る。

548

○

◆福島県建設業振
    興事業

【建設産業室】

インバウンド対応による観光促進
　観光の拠点として道の駅などは、外国から
の観光客の案内も今後見込まれることから、
案内表示の多言語化やトイレの高質化を行
う。

26 7 ○

◆福島インバウンド
　 復興対策事業

【道路整備課】

7



（単位　百万円）

資料番号
（右下の番号）

29

30

31

32

33

34

35

省エネルギー住宅への改修の促進
　住宅の省エネルギー化や高齢者等の健康
増進等を図るため、既存戸建て住宅の断熱
改修工事に対し、補助する。

110 64

仮設住宅を活用した
移住・二地域居住の推進
　仮設住宅を活用して“お試し住宅”を設置
する市町村に対し、県が、仮設住宅を再利
用するための「建設資材」の解体・運搬と、
設置する住宅の「モデルプラン」を提供し、
事業の一部を支援する。

57 ○

◆移住促進仮設住
   宅提供事業

【建築住宅課】

◆来て ふくしま
　 住宅取得支援
　 事業

【建築指導課】

◆福島県多世代
　 同居・近居推進
　 事業

【建築指導課】

-

◆福島県省エネ
　 ルギー住宅改修
　 補助事業

【建築指導課】

○

◆歩いて走って健康
   づくり支援事業

【道路管理課】
【まちづくり推進課】

歩いて走って健康づくり支援
　まちなかで住民が安心して健康づくりがで
きるようにまち歩きルートを定め、道路沿い
にベンチや案内板を設置する。また、中山
間地域の道路には、ランニングやサイクリン
グルートとして活用できる距離表示やルート
案内板等を設置する。

主な事業内容 H29当初 H28当初
復興・
創生

新規 事業名（取組）

移住・定住者への住宅取得の支援
　良質な住宅取得を行う県外から県内への
移住者に対し、地域の活性化を強力に進め
るため、市町村が主体となって地域の実情
を踏まえて行う住宅取得支援事業に対し、
若年世帯や子育て世帯への移住加算を含
め、補助する。

32 - ○

○

◆県営住宅太陽光
　 発電導入事業
　 （再生・復興）

【建築住宅課】

多世代が同居・近居できる住まいづくりの
推進
　多世代同居・近居による子育て環境や高
齢者見守りの充実等を図るため、親世帯と
子ども世帯が同居・近居するための住宅取
得やリフォームに対し、補助する。

71 44

27 -

県営住宅集会所を活用した再生可能エネ
ルギーの導入
　東日本大震災の原子力災害を契機とし
て、原子力に依存しない県づくりを推進する
ため、既設県営住宅の集会所において再生
可能エネルギーである太陽光発電装置を設
置する。

10 10

建築物の省エネルギー・再生可能エネル
ギーの推進
　建築物の省エネルギー･再生可能エネル
ギーについて、エネルギー消費量の削減効
果が高い設計技術を体系化し、福島県の気
候と建物用途に適した具体的な設計マニュ
アルを作成する。

6 - ○

◆省エネ・再エネ建
   築技術集積事業

【営繕課】

8



計
画
戸
数
4
,8
90
戸
の
う
ち
、
平
成
2
9年

度
末
ま
で
に

累
計
で
4
,
7
0
7
戸

が
完
成
す
る
見
通
し
で
す
。

（
入
居
募
集
を
保
留
し
て
い
る
1
83
戸
は
、
保
留
を
解
除
次
第
、
速
や
か
に
整
備
し
ま
す
。
）

第
二
次
福
島
県
復
興
公
営
住
宅
整
備
計
画
（
平
成

2
5
年

1
2
月
策
定
）
に
基
づ
き
、
県
営
と
市
町
村
営
を
合
わ
せ
て
、

全
体
で

4
,8

9
0
戸
を
整
備
し
ま
す
。

原
子
力
災
害
に
よ
り
長
期
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
の
居
住
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、
復
興
公
営
住
宅

を
整
備
し
ま
す
。

ふ
く
や
ま

～
原
子
力
災
害
に
よ
る
避
難
者
の
た
め
の
復
興
公
営
住
宅
を
整
備
し
ま
す
～

Ⅰ
－
（
１
）
避
難
者
の
居
住
の
安
定
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

整
備
の
見
通
し

福
島
県
土
木
部

復
興
公
営
住
宅
の
整
備

実
施
予
定
箇
所

取
組
の
内
容

福
島
市
北
中
央
団
地
（
H

2
8
.8
完
成
）

会
津
若
松
市
城
北
団
地
（
H

2
8
.8
完
成
）

南
相
馬
市
北
原
団
地
（
H

2
8
.8
完
成
）

根
柄
山
団
地
生
活
サ
ポ
ー
ト
施
設
（H

28
.9
完
成
）

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
住
宅
課

副
課
長

国
分

（
電
話

02
4-

52
1-

86
34

県
庁
内
線

53
34
）

１

9



住
宅
の
改
修
や
建
て
替
え
を
希
望

す
る
被
災
者
や
避
難
者
の
方
に
、
被

災
地
等
で
不
足
し
て
い
る
工
務
店
・

設
計
者
・
不
動
産
業
者
等
を
紹
介
す

る
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

被
災
等
に
よ
り
居
住
困
難
と
な
っ
て

い
る
住
ま
い
の
改
修
等
を
支
援
し
、

被
災
者
等
の
生
活
再
建
や
ふ
る
さ
と

へ
の
帰
還
を
促
進
し
ま
す
。

～
住
宅
復
興
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
住
宅
の
改
修
等
を
支
援
し
ま
す
～

Ⅰ
-
（
１
）
避
難
者
の
居
住
の
安
定
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

渡
邉

（
電
話

0
24

-5
21

-7
52

2
県
庁
内
線

3
6
6
7
）

福
島
県
土
木
部

被
災
者
の
住
宅
再
建
と
ふ
る
さ
と
帰
還
の
促
進

取
組
の
内
容

登
録
事
業
者

（工
務
店
・設

計
者
・不

動
産
業
者
）

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

工
務
店
・
設
計
者
、
不
動
産
業
者
を
探
す
場
合

２

10



１
空
き
家
再
生
支
援
（
改
修
等
へ
の
補
助
）

一
定
の
要
件
を
満
た
す
空
き
家
の
入
居
者
に
対
し
、

改
修
等
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

２
空
家
等
対
策
連
絡
調
整
会
議

社
会
問
題
化
し
て
い
る
空
家
等
へ
の
対
策
を
図
る
た

め
、
県
、
国
、
市
町
村
、
関
係
団
体
で
構
成
す
る
会
議

を
開
催
し
ま
す
。

県
内
の
空
き
家
を
活
用
し
た
定
住
・二

地
域

居
住
、
被
災
者
等
の
住
宅
再
建
を
推
進
し
、

本
県
の
活
性
化
・復

興
を
図
り
ま
す
。

～
定
住
促
進
や
住
宅
再
建
の
た
め
の
空
き
家
活
用
を
支
援
し
ま
す
～

１
－
（１
）
避
難
者
の
居
住
の
安
定
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

渡
邉

（
電
話

0
24

-5
21

-7
52

2
県
庁
内
線

3
6
6
7
）

福
島
県
土
木
部

空
き
家
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
・
復
興
の
推
進

取
組
の
内
容

空
き
家

再
生

支
援

被
災
者

支
援

恒
久
住
宅

の
確
保

人
口
減

少
対
策

定
住
人
口

の
増
加

空
き
家

対
策

地
域
の

活
性
化
等

＜
空
き
家
入
居
者
＞

ﾘ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
等
の
実
施

〈
市
町
村
〉

県
と

連
絡
調
整
等

被
災
者

避
難
者

県
内
へ
の

移
住
者

〈
県

〉

ﾘ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
費
用
等

補
助

〈改
修
前
〉

〈改
修
後
〉

３

11



東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
の
生
活
再

建
を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅
の
復
興
に
係
る
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。

～
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向
け
て
二
重
ロ
ー
ン
の
利
子
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
～

Ⅰ
-
(１
)避
難
者
の
居
住
の
安
定
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

福
島
県
土
木
部

住
宅
の
二
重
ロ
ー
ン
対
策

実
施
の
状
況

１
対
象
者

半
壊
以
上
の
住
宅
被
害
を
受
け
た
方
で
、

被
災
住
宅
に
５
０
０
万
円
以
上
の
債
務
が
あ

り
、
住
宅
の
新
築
・購

入
・補

修
の
た
め
、
新

規
に
５
０
０
万
円
以
上
の
融
資
を
受
け
る
方
。

２
支
援
の
内
容

既
存
住
宅
ロ
ー
ン
の
５
年
間
分
の
利
子
相

当
額
を
一
括
補
助
し
ま
す
。

取
組
の
内
容

福
島
県
内
で
住
宅
を
再
建
さ
れ
る
方

実
施
予
定
箇
所

被
害
住
宅
の
債
務

５
０
０
万
円
以
上

新
規
住
宅
の
債
務

５
０
０
万
円
以
上

半
壊
以
上

二
重
ロ
ー
ン
の

発
生

住
宅
再
建

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

野
地

（
電
話

02
4-

52
1-

57
64

県
庁
内
線

38
61
）

５
年
間
の
利
子

相
当
額
を
補
助

４

12



県
民
生
活
の
基
礎
と
な
る
住
宅
の
耐
震
性
能

の
向
上
を
図
り
、
安
全
で
安
心
で
き
る
住
ま
い
・

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

～
地
震
災
害
に
強
い
住
ま
い
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

渡
邉

（
電
話

02
4-

52
1-

75
22

県
庁
内
線

36
67
）

福
島
県
土
木
部

○
以
下
の
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

（
補
助
対
象
は
住
民
に
対
す
る
補
助
を
行
う
市
町
村
）

①
耐
震
診
断
②
補
強
計
画
③
耐
震
改
修

取
組
の
内
容

ス
テ
ッ
プ
①

耐
震
診
断
の
実
施

ス
テ
ッ
プ
②

補
強
計
画
の
策
定

昭
和

5
6
年

5
月

3
1
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

ス
テ
ッ
プ
③

耐
震
改
修
の
実
施

現
行
耐
震
基
準
へ
の
適
合

県
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

地
域
に
お
け
る
防
災
性
の
向
上

耐 震 改 修耐 震 診 断

耐
震

性
能

不
足

Ⅰ
ー
（
１
）
避
難
者
の
居
住
の
安
定
確
保

安
全
安
心
ふ
く
し
ま
の
家
づ
く
り
の
推
進

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

＜
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
実
施
＞

＜
耐
震
改
修
事
例
：
筋
交
い
補
強
＞

ホ
ー
ル
ダ
ウ
ン
金
物

設
置

筋
交
い

設
置

市
町
村

国
県

○
耐
震
診
断
等

技
術
者
派
遣

○
耐
震
改
修

費
用
の
補
助

＜
市
町
村
・
県
・
国
に
よ
る
補
助
＞

５
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避
難
者
の
住
宅
再
建
・
帰
還
を
促
進
し
、
ま
ち
の

活
気
を
呼
び
戻
す
た
め
、
市
町
村
が
行
う
建
物
状

況
調
査
を
支
援
し
ま
す
。

～
建
物
状
況
調
査
に
よ
り
、
避
難
者
の
住
宅
再
建
や
帰
還
を
促
進
し
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

渡
邉

（
電
話

02
4-

52
1-

75
22

県
庁
内
線

36
67
）

福
島
県
土
木
部

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

避
難
指
示
を
受
け
た
市
町
村
が
行
う
住
宅
の
建
物

状
況
調
査
（
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
）
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

取
組
の
内
容 市
町
村

国県
建
物
状
況

調
査
者
派
遣

長
年
空
き
家

活
用
可
能
な
住
宅
へ

住
ま
い
の

診
断
カ
ル
テ

・劣
化
状
況

・修
繕
内
容

・費
用

修
繕
必
要
箇
所
は
？

劣
化
状
況
は
？

費
用
は
？

建
物
状
況
調
査

（
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
）

Ⅰ
-
（
１
）
避
難
者
の
居
住
の
安
定
確
保

避
難
者
の
住
宅
再
建
と
ふ
る
さ
と
帰
還
の
促
進

補
助

補
助

６
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【物
揚
場
の
復
旧
状
況
】

富
岡
漁
港
（富

岡
町
）

【岸
壁
の
復
旧
状
況
】

請
戸
漁
港
（浪

江
町
）

・浦
尻
地
区
海
岸
（南

相
馬
市
小
高
区
）

・前
原
地
区
海
岸
（楢

葉
町
）

・請
戸
漁
港
（浪

江
町
）

・富
岡
漁
港
（富

岡
町
）

ほ
か


【河

川
・海

岸
】の

復
旧
で
は
、
堤
防
の
嵩

上
げ
や
、
津
波
な
ど
で
壊
れ
に
く
い
構
造

と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
背
後
地
の
被
害
軽

減
を
目
指
し
ま
す
。


【港

湾
・漁

港
】の

復
旧
で
は
、
被
災
し
た

施
設
の
復
旧
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
河
川
、
海

岸
、
港
湾
・漁

港
施
設
な
ど
の
早
期
機
能
回

復
を
図
り
、
県
民
の
安
全
で
安
心
で
き
る
生

活
を
確
保
し
ま
す
。～
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
を
受
け
た
公
共
土
木
施
設
等
の
復
旧
を
行
い
ま
す
～

Ⅰ
ー
（
２
）
公
共
土
木
施
設
等
の
災
害
復
旧

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
河
川
整
備
課

主
幹

神
谷

（
電
話

02
4-

52
1-

76
44

県
庁
内
線

35
85
）

港
○
湾
○
課

主
幹

益
子

（
電
話

02
4-

52
1-

74
98

県
庁
内
線

36
22
）

福
島
県
土
木
部

公
共
土
木
施
設
等
の
災
害
復
旧
（
東
日
本
大
震
災
）

復
旧
箇
所
の
状
況

取
組
の
内
容

７

【海
岸
堤
防
の
復
旧
状
況
】

浦
尻
地
区
海
岸
（南

相
馬
市
小
高
区
）

【海
岸
堤
防
の
復
旧
状
況
】

前
原
地
区
海
岸
（楢

葉
町
）
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津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸

地
域
等
に
お
い
て
、
「減

災
」と
い
う
視
点
か

ら
、
防
災
機
能
が
強
化
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

至
亘
理

至
相
馬

○
津
波
被
災
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
等
を
支
援

す
る
道
路
整
備

・相
馬
亘
理
線

新
地
工
区

・久
之
浜
港
線

久
之
浜
工
区

等

○
津
波
被
災
地
に
お
け
る
海
岸
堤
防
や
防

災
緑
地
な
ど
の
防
災
・減

災
機
能
の
役

割
分
担
を
踏
ま
え
、
道
路
の
最
適
な
配
置

や
構
造
形
式
を
選
定
し
、
災
害
に
強
く
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
道

路
整
備
を
行
い
ま
す
。

８

～
津
波
被
災
地
等
に
お
い
て
、
複
数
の
手
法
を
組
み
合
わ
せ
た
「多
重
防
御
」に
よ
り
総
合
的
な
防
災
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
～

Ⅰ
－
（
３
）
津
波
被
災
地
等
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
整
備
課

主
幹

宗
像

（
電
話

02
4-

52
1-

75
02

県
庁
内
線

35
70
）

福
島
県
土
木
部

災
害
に
強
く
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
道
路
整
備

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容

●
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ

相
馬
亘
理
線

新
地
工
区
（新

地
町
）
整
備
状
況

住
宅
地

生
活
道
路

農
地

鉄
道

復
興
道
路

防
災
緑
地

海 岸 堤 防

相 馬 亘 理 線
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・富
岡
川
（富

岡
町
）

・紅
葉
川
（富

岡
町
）

・滑
津
川
（い
わ
き
市
）

・地
蔵
川
（新

地
町
）

ほ
か


津
波
の
河
川
遡
上
（逆

流
）な
ど
か
ら
、

浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
河
川
堤
防
を
嵩

上
げ
し
ま
す
。


津
波
の
河
川
遡
上
（逆

流
）な
ど
か
ら
、

浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
水
門
を
整
備
し

ま
す
。

津
波
や
高
潮
・波

浪
の
河
川
遡
上
（逆

流
）

か
ら
、
浸
水
被
害
の
軽
減
・防

止
を
図
り
ま
す
。

～
津
波
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
河
口
部
の
河
川
堤
防
を
嵩
上
げ
し
ま
す
。
～

Ⅰ
ー
（
３
）
津
波
被
災
地
等
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
河
川
整
備
課

主
幹

神
谷

（
電
話

02
4-

52
1-

76
44

県
庁
内
線

35
85
）

福
島
県
土
木
部

津
波
被
害
を
軽
減
す
る
河
川
堤
防
等
の
整
備

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

取
組
の
内
容

９

ほ
場
整
備
事
業

富
岡
川
（富

岡
町
）

紅
葉
川
（富

岡
町
）

JR
常
磐
線

広
野
小
高
線

国
道
６
号

国
道
６
号

JR
常
磐
線

紅
葉
川

富
岡
川

毛
萱
仏
浜
地
区
海
岸

河
川
堤
防
嵩
上
げ

河
川
堤
防
嵩
上
げ

実
施
予
定
箇
所

実
施
予
定
箇
所

災
害
復
旧
箇
所
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
海
岸
堤
防
の
無
か
っ
た
区
間
に
堤
防
を

整
備
し
ま
す
。


樋
門
を
整
備
し
、
背
後
地
の
被
害
軽
減
を

図
り
ま
す
。

津
波
被
害
を
受
け
た
沿
岸
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
海
岸
堤
防
を
整

備
し
、
津
波
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

～
津
波
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
海
岸
堤
防
の
無
堤
区
間
を
解
消
し
ま
す
。
～

Ⅰ
ー
（
３
）
津
波
被
災
地
等
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

福
島
県
土
木
部

津
波
被
害
を
軽
減
す
る
海
岸
堤
防
等
の
整
備

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

取
組
の
内
容

１
０

・毛
萱
仏
浜
地
区
海
岸
（富

岡
町
）

・波
倉
地
区
海
岸
（楢

葉
町
）

・井
出
地
区
海
岸
（楢

葉
町
）

・請
戸
漁
港
海
岸
（浪
江
町
）

・富
岡
漁
港
海
岸
（富

岡
町
）

・四
倉
漁
港
海
岸
（い
わ
き
市
）
ほ
か

実
施
予
定
箇
所

【樋
門
の
整
備
】

毛
萱
仏
浜
地
区
海
岸
（富

岡
町
）

樋
門
工

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
河
川
整
備
課

主
幹

神
谷

（
電
話

02
4-

52
1-

76
44

県
庁
内
線

35
85
）

港
○
湾
○
課

主
幹

益
子

（
電
話

02
4-

52
1-

74
98

県
庁
内
線

36
22
）

【海
岸
堤
防
の
整
備
】

相
馬
港
（相

馬
市
）

【海
岸
堤
防
の
整
備
】

相
馬
港
（相

馬
市
）

災
害
復
旧
箇
所

実
施
予
定
箇
所

【堤
防
の
整
備
】

請
戸
漁
港
海
岸
（浪

江
町
）
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・
新
地
町
：
埓
浜
地
区

・
相
馬
市
：
原
釜
・
尾
浜
地
区

・
い
わ
き
市
：
久
之
浜
地
区

外
６
地
区

※
ひ
ろ
の
防
災
緑
地
（
広
野
町
）
は
H
28
.1
2
供
用

（
津
波
発
生
時
）

（
平
常
時
）

・
津
波
の
威
力
の
低
減

・
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

・
避
難
時
間
の
確
保

・
景
観
や
環
境
の
再
生

・
漂
流
物
の
捕
捉

総
合
的
に
防
災
力
が
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

津
波
に
対
す
る
「
多
重
防
御
」
の
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
被
害
を
軽
減
す
る
防
災
緑
地
を
整
備
し
ま

す
。

１
１

～
防
災
緑
地
を
整
備
し
、
「
多
重
防
御
」
に
よ
る
総
合
的
に
防
災
力
が
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
～

Ⅰ
－
（
３
）
津
波
被
災
地
等
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
幹

大
竹

（
電
話

02
4-

52
1-

78
68

県
庁
内
線

36
47

）
福
島
県
土
木
部

津
波
被
害
を
軽
減
す
る
防
災
緑
地
の
整
備

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ

取
組
の
効
果

実
施
箇
所

復
興
道
路

鉄
道

農
地

住
宅
地

生
活

道
路

海 岸 堤 防

防
災
緑
地

イ
メ
ー
ジ
図

実
施
の
状
況

供
用
し
た
「
ひ
ろ
の
防
災
緑
地
」

平
成
31
年
度
末
ま
で

の
事
業
完
了
を
目
指

し
整
備
を
進
め
ま
す
。
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双
葉
・
浪
江
両
町
に
ま
た
が
る
エ
リ
ア

（
中
野
・
両
竹
地
区
）

○
平
成
２
７
年
４
月

福
島
県
に
お
け
る
復
興
祈
念
公
園
の
候
補
地
決
定

○
平
成
２
７
年
１
０
月
～
平
成
２
８
年
３
月

福
島
県
に
お
け
る
復
興
祈
念
公
園
の
あ
り
方
（
基
本

構
想
へ
の
県
提
言
）
検
討
有
識
者
会
議
を
開
催

○
平
成
２
８
年
６
月

「
福
島
県
に
お
け
る
復
興
祈
念
公
園
の
あ
り
方

（
基
本
構
想
へ
の
県
提
言
）
」
を
国
へ
提
出

○
平
成
２
８
年
９
月
～

福
島
県
に
お
け
る
復
興
祈
念
公
園
基
本
構
想
検
討

調
査
有
識
者
委
員
会
を
開
催

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
鎮

魂
、
震
災
の
記
憶
と
教
訓
の
伝
承
、
復
興
へ

の
強
い
意
志
の
発
信
等
を
目
的
に
復
興
祈

念
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

ふ
く
や
ま

１
２

～
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
鎮
魂
等
を
目
的
と
し
た
復
興
祈
念
公
園
を
整
備
し
ま
す
～

Ⅰ
ー
（
３
）
津
波
被
災
地
等
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

公
園
候
補
地

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

主
幹

大
竹

（
電
話

02
4-

52
1-

78
68

県
庁
内
線

36
47

）
福
島
県
土
木
部

復
興
祈
念
公
園
の
整
備

取
組
の
経
緯

海
岸

防
災 林

請
戸
漁
港 太 平 洋

双
葉
町浪
江
町

請
戸
小
学
校

（
震
災
遺
構
検
討
中
）

マ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
ふ
た
ば

（
震
災
遺
構
検
討
中
）

諏
訪
神
社

（
津
波
避
難
場
所
）

至
常
磐
自
動
車
道

復
興
Ｉ
Ｃ

復
興
シ
ン
ボ
ル
軸

復
興
祈
念
公
園

の
候
補
地

ア
ー
カ
イ
ブ
拠
点
施
設

前
田
川
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県
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
縦
・横

６
本
の
連
携
軸
等
の
機
能
を
強
化
し
新

た
な
県
土
を
形
成
し
ま
す
。

～
災
害
に
強
く
信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
復
興
を
支
援
し
ま
す
～

○
東
日
本
大
震
災
等
を
踏
ま
え
、
浜
通
り
や
中
通
り
を
結

ぶ
道
路
や
会
津
・
中
通
り
の
東
西
連
携
道
路
な
ど
の
整

備
・
強
化
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
ま
す
。

○
ま
た
、
落
石
対
策
等
を
進
め
、
防
災
機
能
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
管
理
課

主
幹

吉
田

（
電
話

02
4-

52
1-

74
68

県
庁
内
線

35
64
）

道
路
整
備
課

主
幹

宗
像

（
電
話

02
4-

52
1-

75
02

県
庁
内
線

35
70
）

取
組
の
内
容

復
興
・
創
生
を
支
援
す
る
道
路
整
備

実
施
の
状
況

●
法
面
崩
落
へ
の
対
策
例

●
再
生
・復

興
を
支
援
す
る
道
路
整
備

○
浜
通
り
と
中
通
り
を
結
び
復
興
を
支
援
す
る
道
路
整
備

・
小
野
富
岡
線
五
枚
沢
工
区
、
国
道

28
8号

船
引
ﾊ
ﾞｲ
ﾊ
ﾟｽ
等

○
会
津
・
中
通
り
に
お
け
る
東
西
連
携
道
路
の
機
能
強
化

・
国
道

2
52
号
本
名
ﾊ
ﾞｲ
ﾊ
ﾟｽ
、
国
道

1
18
号

鳳
坂
峠
等

○
落
石
対
策

・
道
路
法
面
の
落
石
危
険
箇
所
７
６
箇
所
に
つ
い
て
対
策
を

行
い
ま
す
。

実
施
予
定
箇
所

Ⅰ
－
（
４
）
県
土
の
復
興
を
支
援
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
物
流
基
盤
の
整
備

落 石

至
富
岡
町車
の
す
れ
違
い
が
困
難

小
野
富
岡
線

五
枚
沢
工
区

至
小
野
町

対
策
例
：
バ
イ
パ
ス
の
整
備

法
面
崩
落
で
道
路
が
通
行
止

対
策
例
：
法
枠
工
に
よ
る
防
護

至
小
野
町

湯
川
大
町
線

湯
本
工
区

至
会
津
若
松
市

至
会
津
若
松
市

１
３
－
１

福
島
県
土
木
部
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１
３
－
２

福
島
県
土
木
部

至
川
内
村

至
富
岡
町

国
道

2
8
8
号

船
引
バ
イ
パ
ス

国
道

2
5
2
号

本
名
バ
イ
パ
ス

(橋
梁
施
工

)

浜
通
り

会
津

中
通
り

国
道
4
0
1号

博
士
峠

吉
間
田
滝
根
線

広
瀬

小
名
浜
道
路

平
成
2
9年

度
工
事
着
手

～
中
通
り
・
浜
通
り
・
会
津
の
主
要
事
業
～

冬
期
交
通
不
能
区
間
・

幅
員
が
狭
い
区
間
の
解
消

工
事
推
進

（
平
成

2
8
年
度
工
事
着
手
）

中
通
り
と
浜
通
り
を
連
携
す
る

道
路
の
機
能
強
化

小
名
浜
港
と
高
速
道
路
を
直
結

～
災
害
に
強
く
信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
復
興
を
支
援
し
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

復
興
・
創
生
を
支
援
す
る
道
路
整
備

Ⅰ
－
（
４
）
県
土
の
復
興
を
支
援
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
物
流
基
盤
の
整
備

平
成
2
9年

度
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
管
理
課

主
幹

吉
田

（
電
話

02
4-

52
1-

74
68

県
庁
内
線

35
64
）

道
路
整
備
課

主
幹

宗
像

（
電
話

02
4-

52
1-

75
02

県
庁
内
線

35
70
）

22



・小
名
浜
港
東
港
地
区
（い
わ
き
市
）
ほ
か


特
定
貨
物
輸
入
拠
点
港
湾
に
指
定
さ
れ

た
小
名
浜
港
の
東
港
地
区
の
整
備
を
進

め
ま
す
。


企
業
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が

ら
、
地
元
関
係
団
体
と
共
に
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
活
動
を
行
い
、
港
湾
の
利
用
促
進

を
図
り
ま
す
。

多
様
な
貨
物
需
要
や
船
舶
の
大
型
化
、
新

た
な
産
業
立
地
に
対
応
す
る
た
め
、
小
名
浜

港
の
整
備
を
行
い
ま
す
。～
港
湾
整
備
を
行
い
、
地
域
産
業
の
復
興
と
国
際
物
流
を
支
援
し
ま
す
～

Ⅰ
－
（
４
）
県
土
の
復
興
を
支
援
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
物
流
基
盤
の
整
備

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
港
湾
課

主
幹

益
子

（
電
話

02
4
-5

21
-7

49
8
県
庁
内
線

36
22
）

福
島
県
土
木
部

港
湾
の
整
備
と
利
用
の
促
進

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

取
組
の
内
容

１
４

小
名
浜
港

埋
立
護
岸
の
整
備

橋
梁
の
整
備

小
名
浜
港

東
港
地
区
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小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

○
広
域
的
な
連
携
・
交
流
を
支
え
る
道
路
整
備

・
会
津
縦
貫
北
道
路

若
松
北
バ
イ
パ
ス

等
○
地
域
間
の
連
携
・
交
流
を
支
え
る
道
路
整
備

・
国
道
３
５
２
号

中
山
峠

等
○
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
歩
道
等
の
整
備

・
郡
山
矢
吹
線

門
口

等
○
計
画
的
な
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
対
策

・
福
島
県
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
橋
梁
修
繕

４
６
箇
所
等

○
広
域
的
な
連
携
・交

流
を
支
え
県
土
の
活

力
を
高
め
る
道
づ
く
り

○
地
域
間
の
連
携
・交
流
を
支
え
地
域
力
を

高
め
る
道
づ
く
り

○
歩
道
整
備
等
に
よ
る
安
全
・安

心
な
暮
ら

し
を
支
え
る
道
づ
く
り

○
福
島
県
長
寿
命
化
計
画
等
に
基
づ
く
、
予

防
保
全
を
基
本
と
し
た
計
画
的
な
道
路
施

設
の
長
寿
命
化
対
策
等

災
害
に
強
い
強
靱
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

や
、
計
画
的
な
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
対
策

に
よ
り
、
地
域
の
活
力
や
安
全
・安

心
な
暮
ら

し
を
支
え
ま
す
。

１
５

～
活
力
や
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
道
路
整
備
や
長
寿
命
化
対
策
を
実
施
し
ま
す
～

Ⅱ
－
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
高
速
道
路
室

主
幹

藤
由

（
電
話

02
4-

52
1-

74
78

県
庁
内
線

35
75
）

道
路
管
理
課

主
幹

吉
田

（
電
話

02
4-

52
1-

74
68

県
庁
内
線

35
64
）

道
路
整
備
課

主
幹

宗
像

（
電
話

02
4-

52
1-

75
02

県
庁
内
線

35
70
）

福
島
県
土
木
部

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容

地
域
間
の
連
携
・
交
流
を
支
え
地
域
力
を
高
め
る
道
づ
く
り

至
新
潟
県

至
喜
多
方
市

＜
会
津
縦
貫
北
道
路

若
松
北
Ｂ
Ｐ
現
道
部

混
雑
状
況
＞

＜
会
津
縦
貫
北
道
路

４
工
区
供
用
区
間
＞

現
道
状
況

整
備
状
況 会
津
若
松
北
ＩＣ

国
道
４
９
号
観
音
前
交
差
点
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既
存
の
道
路
施
設
を
長
持
ち
さ
せ
る
な
ど
、

計
画
的
・戦

略
的
な
維
持
管
理
に
努
め
、
道

路
利
用
者
の
安
全
・安

心
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
快
適
で
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
支
援

し
ま
す
。

～
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、
戦
略
的
・計
画
的
に
道
路
施
設
の
維
持
管
理
を
実
施
し
ま
す
～

取
組
の
目
的

実
施
内
容

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
管
理
課

主
幹

吉
田

（
電
話

02
4-

52
1-

74
68

県
庁
内
線

35
64
）

福
島
県
土
木
部

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容

○
道
路
の
安
全
性
と
交
通
需
要
に
対
処
す

る
た
め
、
路
面
、
路
側
、
構
造
物
等
の

維
持
修
繕
や
道
路
照
明
の
L
E
D
化
を

進
め
、
道
路
空
間
を
良
好
な
状
態
に
保

ち
ま
す
。

○
適
正
な
道
路
の
維
持
管
理

・
舗
装
補
修
に
つ
い
て
、
路
面
性
状
調
査
に
よ
り

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き

効
果
的
に
舗
装
補
修
を
推
進
し
ま
す
。

○
心
を
つ
な
げ
る
ふ
く
し
ま
の
道
づ
く
り

（
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
作
戦
）

・
観
光
拠
点
周
辺
の
維
持
・
補
修
に
つ
い
て
、
地
域
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
効
果
的
に
推
進

し
ま
す
。

○
道
路
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
経
費
や
C
O
2
の
削
減
を
図
る
た
め
、
修
繕
に
よ
る

L
E
D
照
明
へ
の
更
新
を
推
進
し
ま
す
。

【
戦
略
的
と
は
…
】

○
単
な
る
現
状
回
復
で
は
な
く
、

○
使
い
や
す
さ
(用
)、
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
こ
と
(強
)、
美
し
さ
(美
)に
配
慮
し
、

○
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
質
・
機
能
の
向
上
を
図
る

な
ど

＜
効
率
的
・効

果
的
に
舗
装
補
修
を
実
施
＞

＜
照
明
を

L
E

D
に
更
新
し
経
費
や

C
O

2
を
削
減
＞

道
路
維
持
補
修
事
業
に
よ
る
適
正
な
道
路
の
維
持
管
理

Ⅱ
－
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

道
路
照
明
の

L
E

D
化

長
寿
命
化
対
策
（
舗
装
補
修
）

１
６
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①
河
川
：
4
9
1
河
川
、
延
長
4
,6
4
1
.9
km
、
1
0
ダ
ム

②
海
岸
：
9
1
地
区
海
岸
、
延
長
1
4
6
.6
km

③
砂
防
：
砂
防
関
係
指
定
地
2
,0
4
2
箇
所

④
港
湾
・漁

港
：
7
港
湾
、
1
0
漁
港

⑤
空
港
：
福
島
空
港

適
正
な
維
持
管
理
に
よ
り
、
洪
水
・高

波
・
土
砂

崩
れ
な
ど
に
よ
る
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し

ま
す
。

ま
た
、
既
存
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
予

防
保
全
を
重
視
し
た
計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
い

ま
す
。

～
河
川
等
の
公
共
施
設
を
適
正
に
維
持
管
理
し
、
生
活
の
安
全
・
安
心
を
守
り
ま
す
～

Ⅱ
ー
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
河
川
計
画
課

副
課
長

小
池

（
電
話

02
4-

52
1-

74
99

県
庁
内
線

36
05
）

福
島
県
土
木
部

河
川
・
海
岸
な
ど
の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
確
保

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

取
組
の
内
容


定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
施
設
の
補
修
を
行
い
、

生
活
の
安
全
・
安
心
を
守
り
ま
す
。


港
湾
や
漁
港
、
空
港
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
費

用
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
て
計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

◇
港
湾
・漁

港
施
設
の
維
持
管
理
◇

◇
福
島
空
港
の
維
持
管
理
◇

福
島
空
港

◇
河
川
・
砂
防
施
設
等
の
維
持
管
理
◇

河
川
内
に
堆
積
し
た
土
砂
の
除
却

１
７

破
損
し
た
防
舷
材
の
補
修

施
工
前

施
工
後
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
【道

路
・橋

梁
】の

復
旧
を
図
り
、
生
活

道
路
の
安
全
な
通
行
を
確
保
し
ま
す
。


【河
川
】
の
復
旧
を
図
り
、
洪
水
に
よ
る

被
害
の
軽
減
を
目
指
し
ま
す
。

関
東
・東

北
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
道
路
、

橋
梁
、
河
川
な
ど
公
共
土
木
施
設
の
早
期

の
機
能
回
復
を
図
り
、
県
民
の
安
全
で
安

心
で
き
る
生
活
を
確
保
し
ま
す
。
が
し

～
平
成
2
7
年
9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
災
か
ら
の
公
共
土
木
施
設
等
の
復
旧
を
行
い
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

取
組
の
内
容

・桧
沢
川
（南

会
津
町
）

・舘
岩
川
（南

会
津
町
）

ほ
か

主
な
実
施
予
定
箇
所

桧
沢
川
（
南
会
津
町
）

【関
東
・東

北
豪
雨
に
よ
る
出
水
状
況
】

実
施
予
定
箇
所
の
被
災
状
況

舘
岩
川
（南

会
津
町
）

【関
東
・東

北
豪
雨
に
よ
る
護
岸
の
被
災
状
況
】

Ⅱ
ー
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

公
共
土
木
施
設
等
の
災
害
復
旧
（
平
成
２
７
年
豪
雨
災
害
）

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
河
川
整
備
課

主
幹

神
谷

（
電
話

02
4-

52
1-

76
44

県
庁
内
線

35
85
）

福
島
県
土
木
部

１
８
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・右
支
夏
井
川
（小

野
町
）

・千
五
沢
ダ
ム
（石

川
町
）

・只
見
川
（只
見
町
・金
山
町
等
）

・矢
武
川
（白

河
市
）

・中
田
川
（い
わ
き
市
）

ほ
か


被
災
し
た
河
川
の
河
川
改
修
を
進
め
ま
す
。


市
街
地
河
川
の
河
川
改
修
・ダ
ム
の
再
開

発
を
優
先
的
に
進
め
ま
す
。

近
年
、
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
河
川
、
浸
水

被
害
が
頻
発
し
て
い
る
河
川
や
沿
川
に
人
家

が
密
集
し
て
い
る
市
街
地
河
川
の
治
水
安
全

度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

～
浸
水
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
河
川
の
改
修
等
を
行
い
ま
す
～

Ⅱ
ー
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
河
川
整
備
課

主
幹

神
谷

（
電
話

02
4-

52
1-

76
44

県
庁
内
線

35
85
）･
･･
※
河
川

河
川
整
備
課

主
幹

中
川

（
電
話

02
4-

52
1-

74
85

 
県
庁
内
線

36
00
）･
･･
※
ダ
ム

福
島
県
土
木
部

治
水
安
全
度
を
向
上
さ
せ
る
河
川
改
修
等
の
推
進

実
施
の
予
定
箇
所
の
状
況

取
組
の
内
容

１
９

右
支
夏
井
川
（
小
野
町
）出
水
時
状
況

平
常
時

出
水
時

イ
メ
ー
ジ
図

千
五
沢
ダ
ム
（
石
川
町
）
施
工
状
況

洪
水
吐
き

（
ラ
ビ
リ
ン
ス
型
自
由
越
流
方
式
）

千
五
沢
ダ
ム
完
成
イ
メ
ー
ジ
図

施
工
状
況
写
真
（
H

2
8
.1

2
）
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・大
高
内
沢
（白

河
市
）、
搦
町
（い
わ
き
市
）

・基
礎
調
査

ほ
か


頻
発
す
る
土
砂
災
害
に
備
え
る
た
め
、

被
災
箇
所
の
再
度
災
害
防
止
や
要
配
慮

者
利
用
施
設
等
を
保
全
す
る
た
め
の
、

砂
防
え
ん
堤
等
の
施
設
整
備
を
実
施
し

ま
す
。


土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
に
必
要

な
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

県
民
の
生
命
・財

産
を
守
り
、
安
全
・安
心

な
生
活
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ハ
ー

ド
整
備
と
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ
た
総
合

的
な
土
砂
災
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

ふ
く
や
ま

～
頻
発
す
る
土
砂
災
害
に
備
え
る
た
め
、
ハ
ー
ド
整
備
と
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ
た
土
砂
災
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
～

Ⅱ
ー
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
砂
防
課

主
幹

秋
田

（
電
話

02
4-

52
1-

74
91

 
県
庁
内
線

36
11

 ）
福
島
県
土
木
部

命
を
守
る
土
砂
災
害
対
策
の
推
進

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容

（搦
町
）

（大
高
内
沢
）

：実
施
予
定
箇
所

２
０
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・
あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園
（福

島
市
）

・会
津
ﾚ
ｸ
ﾘ
ｴ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
公
園
（会

津
若
松
市
）

・
東
ヶ
丘
公
園
（南

相
馬
市
）

・い
わ
き
公
園
（い
わ
き
市
）

・
福
島
空
港
公
園
（須

賀
川
市
・玉

川
村
）

○
老
朽
化
し
た
体
育
館
や
運
動
場
な
ど
の

機
能
の
維
持
と
改
善
を
図
る
た
め
、
施

設
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

○
安
全
な
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
木
橋
な
ど
を
更
新
し
ま
す
。

公
園
利
用
者
の
安
全
・安

心
を
確
保
す
る

た
め
、
老
朽
化
し
た
公
園
施
設
の
更
新
を
計

画
的
に
推
進
し
ま
す
。

２
１

～
都
市
公
園
の
適
切
な
管
理
を
行
い
、
快
適
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
守
り
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

副
課
長

外
川

（
電
話

02
4-

52
1
-8

37
2
県
庁
内
線

3
6
3
8）

福
島
県
土
木
部

実
施
予
定
箇
所
の
状
況

取
組
の
内
容

あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園

県
営
あ
づ
ま
総
合
体
育
館

＜
施
設
更
新
＞

東
ヶ
丘
公
園
＜
木
橋
更
新
＞

Ⅱ
－
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
快
適
で
安
全
安
心
な
生
活
空
間
の
創
出

老
朽
化
し
た
空
調
設
備
を
更
新
し
、

施
設
の
改
善
を
図
り
ま
す

老
朽
化
し
た
木
橋
を
更
新
し
、
安

全
な
歩
行
空
間
を
確
保
し
ま
す
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阿
武
隈
川
上
流
流
域
下
水
道
（県
北
処
理
区
）

阿
武
隈
川
上
流
流
域
下
水
道
（
県
中
処
理
区
）

○
県
北
処
理
区
（県

北
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

保
管
汚
泥
の
減
容
化
処
理
及
び
搬
出
が

完
了
し
た
た
め
、
仮
設
乾
燥
施
設
の
解

体
・撤
去
を
行
い
ま
す
。

○
県
中
処
理
区
（県

中
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

減
容
化
処
理
後
の
焼
却
灰
等
を
適
切
に
保

管
し
、
外
部
搬
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
日
々
発
生
す
る
汚
泥
を
、
適
切
に
処
理
し
ま

す
。

県
民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ

た
下
水
汚
泥
等
を
適
切
に
保
管
し
、
国
、
市

町
村
等
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
円
滑

な
処
理
に
努
め
ま
す
。

～
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
確
保
に
向
け
て
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
下
水
道
課

主
幹

樫
村

（
電
話

02
4-

52
1-

75
13

県
庁
内
線

36
56

）
福
島
県
土
木
部

取
組
の
内
容

仮
設
乾
燥
施
設
（
内
部
）

＜
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
＞

放
射
性
物
質
を
含
む
下
水
汚
泥
等
の
適
切
な
保
管
と
処
分
の
推
進

実
施
の
状
況

県
中
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
の
焼
却
灰
等
の
保
管
状
況

仮
設
乾
燥
施
設
（
外
部
）

＜
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
＞

２
２

Ⅱ
－
（
１
）
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保
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耐
震
診
断
・
改
修
へ
補
助
金
を
交
付
す
る
市
に
対
し
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

１
補
助
対
象
建
築
物

昭
和
5
6
年
5
月
以
前
に
建
築
し
た
民
間
の
建
築
物
で
、
以
下
の

要
件
に
該
当
す
る
も
の
。

（
１
）
不
特
定
多
数
が
利
用
又
は
利
用
者
の
避
難
に
配
慮
を

要
す
る
大
規
模
建
築
物

病
院
、
店
舗
、
旅
館
、
学
校
、
老
人
ホ
ー
ム

等
（
２
）
被
災
時
に
避
難
所
等
と
し
て
利
用
さ
れ
る
防
災
拠
点
建
築
物

（
３
）
震
災
時
に
倒
壊
し
道
路
を
塞
ぐ
お
そ
れ
が
あ
る

緊
急
輸
送
路
沿
道
建
築
物

２
補
助
対
象
経
費

補
助
対
象
は
以
下
の
費
用
。

（
１
）
耐
震
診
断

（
２
）
耐
震
改
修
設
計

（
３
）
耐
震
改
修
工
事

法
に
よ
り
耐
震
診
断
が
義
務
付
け
ら
れ
た
不
特
定
多
数
の
者
が

利
用
す
る
大
規
模
建
築
物
、
災
害
時
の
避
難
所
等
と
な
る
防
災
拠

点
建
築
物
等
の
耐
震
化
を
促
進
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

渡
邉

（
電
話

02
4-

52
1-

75
22

県
庁
内
線

36
67
）

福
島
県
土
木
部

～
対
象
建
築
物
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す
～

Ⅱ
-
(1
)安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

民
間
の
大
規
模
建
築
物
等
の
耐
震
化
の
促
進

取
組
の
内
容

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

耐
震
診
断

耐
震
診
断
結
果
の
報
告

県
に
よ
る
公
表

民
間
の
大
規
模
建
築
物
・
防
災
拠
点
建
築
物

・
緊
急
輸
送
路
沿
道
建
築
物

耐
震
改
修

設
計

耐
震
改
修

工
事

ま
ず
は
建
物
等
の

強
度
を
調
査
し
て

県
に
報
告

建
物
を
ど
う

補
強
す
る
か

建
築
士
が

計
画
・
設
計

設
計
の
と
お
り

耐
震
改
修

工
事
を
施
工

補
助

対
象

補
助

対
象

補
助

対
象

耐
震
・
防
災
性
の
向
上
、
県
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

【
効
果
】

２
３
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○
産
学
官
が
連
携
し
、
関
係
者
の
共
通
認
識
の
も
と
に
取
組
を
進

め
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

○
産
学
官
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
、

関
係
者
が
集
う
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

○
経
営
の
安
定
及
び
強
化
に
取
り
組
む
建
設
企
業
を
支
援
し
ま
す
。

○
建
設
現
場
見
学
会
を
開
き
、
建
設
業
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

○
建
設
現
場
の
福
利
厚
生
の
充
実
の
た
め
、
快
適
ト
イ
レ
の
設
置

を
支
援
し
ま
す
。

平
成
２
３
年
の
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災

害
に
よ
り
県
内
の
建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
、
様
々
な
課
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
を
支
え
る
活
力
あ

る
建
設
業
と
な
る
よ
う
、
関
連
す
る
産
学
官
が
連

携
し
て
、
課
題
解
決
の
た
め
の
様
々
な
施
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

～
産
学
官
が
一
体
と
な
り
連
携
し
て
課
題
解
決
の
た
め
の
施
策
を
進
め
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
設
産
業
室

主
幹

鈴
木

（
電
話

0
2
4
-5

21
-7

88
4
県
庁
内
線

3
5
2
5 
）

福
島
県
土
木
部

取
組
の
内
容

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

産

官
学

＜
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
＞

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
現
場
見
学
会
、
快

適
な
ト
イ
レ
な
ど
、
課
題
解
決
の
た

め
施
策
を
進
め
ま
す

産
学
官
で
意
見
交

換
や
情
報
共
有
を

行
い
ま
す

よ
り
効

果
的
な

施
策

産
学
官
の
連
携
・

協
働
を
進
め
ま
す

・
建
設
業
界
の
取
組

・
大
学
等
教
育
機
関
の
取
組

・
県
の
取
組

Ⅱ
ｰ
（
２
）
ふ
く
し
ま
の
活
力
を
支
え
る
社
会
資
本
の
整
備

地
域
を
支
え
る
活
力
あ
る
建
設
業
に
す
る
た
め
に

２
４
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○
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
よ
る
観
光
を
促
進
し
ま
す
。

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
お
け
る
高
速
道
路

利
用
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

・
道
の
駅
を
目
的
地
と
し
た
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

・
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
行
い
ま
す
。

○
県
管
理
案
内
標
識
の
高
速
道
路
標
示
部
分

を
修
正
し
ま
す
。

（
高
速
道
路
の
ナ
ン
バ
ー
表
示
を
し
ま
す
。
）

○
県
管
理
道
路
に
隣
接
す
る
道
の
駅
内
の
案
内

サ
イ
ン
表
示
を
修
正
し
ま
す
。

・
多
言
語
に
よ
る
案
内
表
示
を
行
い
ま
す
。

・
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
統
一
し
ま
す
。

○
県
管
理
道
路
に
隣
接
す
る
道
の
駅
の
ト
イ
レ
の

高
質
化
を
行
い
ま
す
。

（
和
式
ト
イ
レ
の
み
の
施
設

→
一
部
洋
式
化
）

～
道
路
案
内
標
識
の
修
正
や
道
の
駅
の
案
内
表
示
多
言
語
表
示
化
・
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
行
い
ま
す
。
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
整
備
課

主
幹

宗
像

（
電
話

02
4-

52
1-

75
02

県
庁
内
線

35
70
）

福
島
県
土
木
部

取
組
の
内
容

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
よ
る
観
光
促
進

取
組
イ
メ
ー
ジ

実
施
予
定
箇
所

Ⅱ
－
（
２
）
ふ
く
し
ま
の
活
力
を
支
え
る
社
会
資
本
の
整
備

○
道
の
駅
内
の
案
内
サ
イ
ン
表
示
修
正

・多
言
語
表
示
化

・ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
統
一
化

○
案
内
標
識
の
高
速
道
路
標
示
部
分
修
正

（ナ
ン
バ
ー
表
示
）

↑

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

←
多
言
語
表
示

←
多
言
語
表
示

○
道
の
駅
内
の
案
内
サ
イ
ン
表
示
修
正

・多
言
語
表
示
化

・ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
統
一
化

○
案
内
標
識
の
高
速
道
路
標
示
部
分
修
正

（ナ
ン
バ
ー
表
示
）

（実
施
道
の
駅
数
）

※
福
島
県
管
理
道
路
隣
接
す
る
道
の
駅

※
ｶ
ｯｺ
内
は
直
轄
管
理
国
道
へ
接
続
す
る

IC

E
４
東
北
道

T
O

U
H

O
K

U
E

X
P

２
５
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・
伊
達
市
：中

央
線
外
１
線

・
郡
山
市
：東

部
幹
線

・
白
河
市
：白

河
駅
白
坂
線

・
い
わ
き
市
：三

函
台
山
線

ほ
か

○
交
通
渋
滞
の
解
消
、
交
通
結
節
点
へ
の

ア
ク
セ
ス
強
化
、
歩
行
者
等
の
交
通
安
全

の
確
保
な
ど
の
た
め
、
街
路
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

○
災
害
時
の
避
難
路
確
保
な
ど
の
た
め
、

電
線
の
地
中
化
を
推
進
し
、
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
と
連
携
し
、

都
市
の
防
災
性
の
向
上
や
少
子
高
齢
化

な
ど
地
域
が
抱
え
る
諸
課
題
に
対
応
し
た

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、

街
路
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

ふ
く
や
ま

～
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
街
路
を
整
備
し
、
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
～

Ⅱ
ｰ
（
２
）
ふ
く
し
ま
の
活
力
を
支
え
る
社
会
資
本
の
整
備

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

副
課
長

外
川

（
電
話

02
4-

52
1-

83
72

県
庁
内
線

36
38

）
福
島
県
土
木
部

交
流
と
に
ぎ
わ
い
を
支
え
る
街
な
か
の
道
づ
く
り

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容

←
平
磐
城
線

【
花
畑
工
区
】

（
い
わ
き
市
）

完
成
写
真

三
函
台
山
線

→
（
い
わ
き
市
）

完
成
イ
メ
ー
ジ

２
６
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・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
「
先
駆
け
の
地
」ふ
く
し
ま
の
Ｐ
Ｒ
に

寄
与
し
ま
す
。

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
等
が
さ
ら
に
発
展
し
ま
す
。

・
持
続
的
な
維
持
管
理
費
の
低
減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

・
「
道
の
駅
」
や
「緊
急
輸
送
路
」
に
お
い
て
、
太
陽
光
や
風

力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
を
設
置
し
、

防
災
機
能
の
強
化
や
維
持
管
理
費
の
削
減
を
実
施
し
ま
す
。

（H
28
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
太
陽
光
発
電
施
設
の
工
事
を
実
施
）

・
発
電
し
た
電
力
で
ト
ン
ネ
ル
照
明
等
の
電
力
を
賄
い
、

維
持
管
理
費
（
電
気
代
）を
削
減
し
ま
す
。
ま
た
、
余
剰

電
力
は
電
力
会
社
に
売
電
し
ま
す
。

・
道
路
敷
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
導
入
を
推

進
し
ま
す
。

・
本
県
の
復
興
を
支
え
る
災
害
に
強
く
信
頼
性
の
高
い

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
持
続
的
な
管
理
を
推
進
し
ま
す
。

～
道
路
敷
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
－
導
入
を
推
進
し
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
道
路
の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
～

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

取
組
の
目
的

効
果

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
道
路
計
画
課

副
課
長

鈴
木

（
電
話

02
4-

52
1-

74
69

  
県
庁
内
線

35
56
）

福
島
県
土
木
部

取
組
イ
メ
ー
ジ

取
組
の
内
容

道
路
敷
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

至
空
港

・
施
設
を
設
置
し
、
推
定
発
電
量
と
実
発
電
量
の
差
異
や
費
用

対
効
果
な
ど
、
効
率
性
を
確
認
し
、
県
内
の
ト
ン
ネ
ル
照
明
な

ど
、
電
力
が
必
要
な
道
路
施
設
へ
の
積
極
的
な
活
用
を
検
討

し
ま
す
。

将
来
の
展
望

・
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
に
対
す
る
意
識

の
高
ま
り

・
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
へ
の
安
定
し
た
電
力
供
給

・
道
路
維
持
管
理
費
の
財
源
確
保

背
景
・
課
題

道
路
敷

太
陽
光
発
電
で

電
力
を
供
給
中

２
７
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２
８

～
地
域
活
性
化
の
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
支
援
～

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
り
・
地
域
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

副
課
長

外
川

（
電
話

02
4-

52
1-

83
72

県
庁
内
線

36
38

）
福
島
県
土
木
部

地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

郡
山
市
湖
南
地
区

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

整
備

歩
く
県
道
地
区

（
三
島
町
他
）

地
域
の
方
と
協
働
で

街
道
修
繕

・福
島
市
：福

島
駅
前
通
り
地
区

・
北
塩
原
村
：磐

梯
山
周
辺
地
区

・
白
河
市
：白

河
の
関
周
辺
地
区

・
い
わ
き
市
：小

名
浜
地
区

ほ
か

○
文
化
や
伝
統
、
歴
史
的
街
並
み
な
ど
を
生

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
観
光
資
源
の
活
用
や
広
域
的
連
携
に
よ
る

交
流
人
口
拡
大
を
図
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

○
自
然
と
の
共
生
や
環
境
の
保
全
、
良
好
な

景
観
形
成
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
域
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

○
各
主
体
の
連
携
や
協
働
に
よ
り
実
現
さ
れ

る
個
性
と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

○
浜
通
り
沿
岸
部
の
復
興
支
援
や
風
評
被
害

払
拭
に
向
け
た
観
光
支
援
を
進
め
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
各
主
体
と
連
携
し
、
社

会
資
本
整
備
を
通
し
て
、
地
域
活
性
化
の

た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
や
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
な
ど
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら

支
援
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容
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２
９

～
健
康
長
寿
ふ
く
し
ま
の
実
現
・
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
安
心
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
背
景

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

副
課
長

外
川

（
電
話

02
4-

52
1-

83
72

県
庁
内
線

36
38
）

：
道
路
管
理
課

主
幹

吉
田

（
電
話

02
4-

52
1-

74
68

県
庁
内
線

35
64
）

福
島
県
土
木
部

取
組
の
内
容

歩
い
て
走
っ
て
健
康
づ
く
り
支
援

取
組
イ
メ
ー
ジ

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

２
．
中
山
間
地
域
の
環
境
整
備
（
道
路
管
理
課
）

①
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
拠
点
の

環
境
整
備
（
猪
苗
代
湖
・
桧
原
湖
周
辺
な

ど
）
と
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

②
健
康
づ
く
り
の
環
境
整
備
で
魅
力
を
向

上
し
更
な
る
利
用
者
増
を
目
指
し
ま
す
。

【
効

果
】

・
県
民
の
健
康
長
寿
の
実
現

・
観
光
地
の
魅
力
発
信

・
利
用
者
増
に
伴
う
地
域
活
性
化

・
道
路
環
境
の
向
上

他
地
域
に
も
取
組
を
普
及
・
拡
充
し
ま
す
。

①
市
町
村
が
策
定
し
た
ま
ち
歩
き
の
周
遊

ル
ー
ト
沿
い
に
あ
る
県
有
施
設
（
街
路
や
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
）
に
健
康
づ
く
り
が
で
き
る

環
境
（
ベ
ン
チ
や
ル
ー
ト
案
内
板
）
を
整
備

し
ま
す
。

②
市
町
村
と
連
携
し
た
環
境
整
備
に
よ
り
県

民
に
健
康
づ
く
り
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

【
効

果
】

・
県
民
の
健
康
長
寿
の
実
現

・
ま
ち
の
魅
力
を
発
信

→
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

・
道
路
環
境
の
向
上

路
面
標
示
（
距
離
標
、
標
高
、
走
行
帯
標
示
）

ベ
ン
チ

県
内
市
町
村
で
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

１
．
中
心
市
街
地
の
環
境
整
備
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

○
安
心
安
全
に
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

・
ベ
ン
チ

・
標
識
（
ル
ー
ト
案
内
板
、
案
内
表
示
板
）

・
路
面
標
示
（
距
離
標
、
標
高
な
ど
）

基
本
理
念
：
「
健
康
に
資
す
る
環
境
整
備
」

（
健
康
長
寿
ふ
く
し
ま
の
実
現
）

○
震
災
以
降
、
県
民
の
健
康
度
指
標
が
低
下

○
健
康
長
寿
ふ
く
し
ま
推
進
会
議
の
立
上
げ

○
全
国
に
誇
れ
る
健
康
長
寿
県
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

①
一
人
一
人
の
健
康
づ
く
り
の
支
援

→
機
会
の
拡
大
（
健
康
格
差
の
縮
小
）

運
動
の
習
慣
化
（
健
康
寿
命
の
延
伸
）

等

②
地
域
力
を
生
か
し
た
健
康
づ
く
り

→
地
域
間
の
連
携
交
流
の
拡
大

観
光
資
源
の
発
掘

等

③
道
路
環
境
の
向
上

→
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
連
携

道
路
美
化
（
ゴ
ミ
拾
い
他
）

効
果
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柴
宮
団
地
（郡

山
市
）、
関
川
窪
団
地
（白

河
市
）、

湯
長
谷
団
地
（い
わ
き
市
）

○
既
設
県
営
住
宅
の
集
会
所
の
屋
根
に

太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
原
子
力
災
害
を
契
機

と
し
て
、
原
子
力
に
依
存
し
な
い
県
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
既
設
県
営
住
宅
の
集
会

所
に
お
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

に
よ
り
、
利
用
者
が
負
担
す
る
集
会
所
の

電
気
料
金
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
醸
成
と
環
境
配
慮
へ
の
意
識
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

～
原
子
力
に
依
存
し
な
い
県
づ
く
り
の
推
進
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

実
施
予
定
箇
所

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
住
宅
課

主
幹
大
竹

（
電
話

02
4-

52
1-

79
86

県
庁
内
線

3
6
9
6
）

福
島
県
土
木
部

実
施
の
状
況

取
組
の
内
容

入
居
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

醸
成
を
応
援

電
力
会
社

発
電
電
力

余
剰
電
力

（
売
電
）

売
電
料
金

の
納
付

イ
メ
ー
ジ
図

福
島
県

（
県
営
住
宅
の
維
持
管
理
費
に
活
用
）

県
営
住
宅
の
集
会
所

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
り
・
地
域
づ
く
り

既
存
県
営
住
宅
の
集
会
所
に
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
ま
す

３
０
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１
市
町
村
が
策
定
し
た
活
用
計
画
に
基
づ
き
、

条
件
の
整
っ
た
箇
所
か
ら
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

２
“
お
試
し
住
宅
”
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
（
移
築

後
の
間
取
り
等
）
を
作
成
し
、
市
町
村
へ

提
供
し
ま
す
。

３
仮
設
住
宅
の
解
体
・
資
材
の
運
搬
を
行
い
ま

す
。
（
上
記
市
町
村
に
は
、
用
地
確
保
や
再

築
、
道
路
・
水
道
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

○
移
住
希
望
す
る
方
が
、
県
内
に
長
期
滞
在
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
の
良
さ
を
実
感
で

き
る
と
と
も
に
地
域
住
民
と
の
融
和
が
図
ら

れ
ま
す
。

○
仮
設
住
宅
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
町
村
が

実
施
す
る
低
価
格
・
低
投
資
か
つ
環
境
に
や

さ
し
い
“
お
試
し
住
宅
”
の
整
備
を
支
援
し

ま
す
。

～
仮
設
住
宅
を
再
利
用
し
た
“
お
試
し
住
宅
”
を
整
備
す
る
市
町
村
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
～

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
住
宅
課

主
幹

榊
枝

（
電
話

0
24

-5
21

-8
66

8
県
庁
内
線

53
28

）
福
島
県
土
木
部

仮
設
住
宅
を
活
用
し
た
移
住
・
二
地
域
居
住
の
推
進

取
組
の
内
容

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

仮
設
住
宅
（現
況
）

移
築
（
仮
設
）
後
（
イ
メ
ー
ジ
）

市
町
村

県

移
住
希
望
者

解
体
団
地
の
情
報
提
供

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
提
供

活
用
の
有
無
照
会

活
用
の
検
討
・
提
案

“
お
試
し
住
宅
”
の
発
注

選
定
・
決
定

解
体
工
事
の
発
注

・
資
材
の
運
搬

建
設
工
事
完
了

運
用
・
管
理
開
始

３
１
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親
世
帯
と
子
ど
も
世
帯
が
同
居
又
は
近
居
す
る
た
め
の

新
築
・
中
古
住
宅
の
取
得
、
二
世
帯
住
宅
へ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
交
付
対
象
】

①
自
ら
同
居
・
近
居
す
る
た
め
の
住
宅
取
得
（
新
築
・中
古
住
宅
）

②
同
居
す
る
た
め
の
二
世
帯
住
宅
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

多
世
代
同
居
・
近
居
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
確

保
や
高
齢
者
見
守
り
の
充
実
等
を
支
援
し
ま
す
。

↓

○
子
育
て
支
援

○
高
齢
者
見
守
り
・介

護
支
援

○
女
性
の
就
労
支
援

等

～
多
世
代
同
居
・
近
居
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
確
保
等
を
支
援
し
ま
す
～

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

渡
邉

（
電
話

0
24

-5
21

-7
52

2
県
庁
内
線

3
6
6
7
）

福
島
県
土
木
部

多
世
代
が
同
居
･近

居
で
き
る
住
ま
い
づ
く
り
の
推
進

取
組
の
内
容

主
な

事
業

効
果

２
㎞
圏
内

○
祖
父
母
に
よ
る
子
育
て
支
援

○
若
年
世
帯
に
よ
る

高
齢
者
見
守
り
・
介
護
支
援

○
定
住
の
促
進

○
女
性
の
就
労
支
援

○
中
古
住
宅
市
場
の
活
性
化

事
業
目
的
・
効
果

多
世
代
の
同
居
・
近
居

３
２
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良
質
な
住
宅
取
得
を
行
う
県
外
か
ら
県
内
へ
の
移
住
者
を
対
象

に
、
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
行
う
住
宅

取
得
支
援
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
補
助
要
件
】

○
住
宅
の
面
積
、
定
住
期
間
な
ど

（
必
須
要
件
）

市
町
村
事
業
が
下
記
要
件
を
満
た
す
場
合
、
補
助
金
を
加
算
。

①
世
帯
主
等
の
要
件
を
設
定
（子
育
て
世
帯
、
年
齢
等
）

②
就
業
等
へ
の
支
援
策
と
連
携
（起
業
支
援
、
企
業
誘
致
）

③
地
域
活
性
化
に
寄
与
（地
域
工
務
店
・
地
域
材
の
活
用
）

県
外
か
ら
県
内
へ
の
移
住
・定

住
の
促
進
と
と
も
に
、
若
年
世
帯
・

子
育
て
世
帯
の
支
援
や
就
業
・就

学
支
援
、
地
域
活
性
化
を
促
進
し

ま
す
。

～
良
質
な
住
宅
取
得
へ
の
支
援
を
通
じ
て
県
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
を
促
進
し
ま
す
～

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

渡
邉

（
電
話

0
24

-5
21

-7
52

2
県
庁
内
線

3
6
6
7
）

福
島
県
土
木
部

移
住
・
定
住
者
へ
の
住
宅
取
得
の
支
援

取
組
の
内
容

○
人
口
減
少
対
策

○
少
子
高
齢
化
対
策

○
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成

○
地
域
活
性
化

事
業
目
的
・
効
果

定
住
・
移
住
の
促
進

３
３
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既
存
戸
建
住
宅
の
断
熱
改
修
工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
部
位
】

壁
、
屋
根
（天

井
）
、
床
（基

礎
）
又
は
窓

～
既
存
戸
建
住
宅
の
断
熱
改
修
を
支
援
し
ま
す
～

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
建
築
指
導
課

主
幹

渡
邉

（
電
話

02
4-

52
1-

75
22

県
庁
内
線

36
67
）

福
島
県
土
木
部

取
組
の
内
容

住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
高
齢
者
等
の
健
康

増
進
等
を
図
る
た
め
、
既
存
戸
建
住
宅
の
断
熱
改

修
工
事
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

改
修
前

改
修
後

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
低
減
等

【
断
熱
改
修
工
事
の
実
施
】

屋
根
（
天
井
）

窓

外
壁

床
（
基
礎
）

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

〈
断
熱
改
修
の
イ
メ
ー
ジ
〉

【
効
果
】

Ⅱ
-
（
3
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
へ
の
改
修
の
促
進

３
４
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建
築
物
に
お
け
る
、
地
球
温
暖
化

（省
エ
ネ
ル
ギ
ー
）対

策
及
び
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推
進
の
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。

～
様
々
な
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
技
術
を
、
福
島
の
気
候
と
建
物
用
途
に
適
し
た
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
集
約
し
ま
す
～

Ⅱ
－
（
３
）
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

小
中
学
校
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
歩
道
の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

取
組
の
目
的

※
こ
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

：
営
繕
課

主
幹

田
母
神

（
電
話

0
2
4
-5

21
-7

86
5

県
庁
内
線

3
6
9
1）

福
島
県
土
木
部

建
築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

取
組
の
イ
メ
ー
ジ

・会
津

・中
通
り

・浜
通
り

省
エ
ネ
・再
エ
ネ

建
築
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル

省
エ
ネ
技
術

再
エ
ネ
技
術

○
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
技
術
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
に
よ
り
、
設
計
時
に
お
け
る
技

術
検
討
労
力
が
低
減
し
ま
す
。

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
少
な
い
建

築
物
の
整
備
が
進
み
ま
す
。

○
公
共
建
築
物
や
民
間
建
築
に
普
及

し
、
建
築
部
門
全
体
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

効
果

そ
の
他

ガ
ラ
ス
の
遮
熱
効
果

断
熱
材
の
保
温
技
術

換
気
設
備
の
放
熱
効
率

高
効
率
な
空
調

高
効
率
な
給
湯
器

照
明
の
電
力
効
率

昇
降
機
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー

太
陽
光
発
電

地
下
水
熱
の
利
用

建
築
物
の
省
エ
ネ
・再

エ
ネ
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
の
削
減
効
果
が
高
い
設
計
技
術
を
体
系
化
し
、

福
島
県
の
気
候
と
建
物
用
途
に
適
し
た
具
体
的
な
設
計

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

の
少
な
い
建
築
物
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

取
組
の
内
容

○
庁
舎

○
学
校

一
元
的
に
体
系
化
し
た
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル

３
５
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

移住促進仮設住宅提
供事業

新
規

建築住宅課

　定住・二地域居住を推進するための“お試し住
宅”を仮設住宅を活用して設置する市町村に対
し、県が仮設住宅を再利用するための「建設資
材」の解体・運搬と、設置する住宅の「モデルプラ
ン」を提供することにより、事業の一部を支援す
る。

57

来て　ふくしま　住宅
取得支援事業

新
規

建築指導課

　良質な住宅取得を行う県外から県内への移住
者に対し、地域の活性化を強力に進めるため、
市町村が主体となって地域の実情を踏まえて行
う住宅取得支援事業に対し、若年世帯や子育て
世帯への移住加算を含め、補助金を交付する。

31

福島県空き家･ふるさ
と復興支援事業

一
部
新
規

建築指導課

　定住・二地域居住、被災者等の住宅再建を推
進し、本県の活性化・復興を図るため、県外から
の移住者や被災者等が行う空き家改修等に対
し、補助金を交付する。

126

元気ふくしま、地域づく
り・交流促進事業

継
続

まちづくり推進課

　まちづくりの各主体と連携し、社会資本整備を
通じて、地域活性化のための仕掛けづくりや魅力
ある地域づくりをソフト・ハード両面から支援す
る。

548

福島県多世代同居・
近居推進事業

継
続

建築指導課

　子育て環境や高齢者見守りの充実等を図るた
め、親世帯と子ども世帯が同居・近居するための
住宅取得やリフォームに対し、補助金を交付す
る。

71

福島インバウンド復興
対策事業（再掲）

新
規

道路整備課

　東日本大震災の影響により落ち込んでいる本
県の訪日外国人数を回復させ、本県の観光復興
を加速化させるため、道の駅内の案内表示や道
路案内標識のインバウンド対応化を推進する。

26

ふくしまの未来を育む
森と住まいのポイント
事業（再掲）

継
続

建築指導課

　森林環境の保全、地域経済の循環、被災者等
の住宅再建、県外からの移住・定住を促進する
ため、県産木材を活用し、県内の大工・工務店が
施工した住宅取得に対し、県産品等と交換可能
なポイントを交付する。

42

１　人口減少・高齢化対策プロジェクト

　　　福島県総合計画の「重点プロジェクトを推進する事業（重点事業）」のうち、
　　土木部事業は以下のとおり。

４ 平成２９年度 重点事業（重点プロジェクト推進のための事業）

※主たるプロジェクト以外の関連する

プロジェクトへ掲載する場合に

（再掲）と記載しています。
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

ふるさと帰還に向けた
住宅調査支援事業
（再掲）

新
規

建築指導課
　避難者の住宅再建・帰還を促進し、まちの活気
を呼び戻すため、避難指示を受けた市町村が行
う建物状況調査に対し、補助金を交付する。

5

住宅復興資金（二重
ローン）利子補給事業
（再掲）

継
続

建築指導課

　被災者の住宅再建を支援するため、住宅ロー
ンの残債務が５００万円以上ある被災者が、新た
な住宅の購入、建設、補修に必要な資金（５００
万円以上）を借り入れる場合、既存住宅ローンの
５年間分の利子相当額を一括補助する。

20

歩いて走って健康づく
り支援事業（再掲）

新
規

道路管理課
まちづくり推進課

　健康長寿ふくしまの実現を目指し、若い世代か
ら高齢者までが安心して健康づくりに取り組める
環境を整備する。まちなかにおいては、住民が安
心して健康づくりができるように、まち歩きルート
になっている県道沿いにベンチや案内板を設置
する。また、中山間地域においては、ランニング
やサイクリングのルートになっている県管理道路
の路面に距離表示やルート案内板を設置する。

27

復興拠点へのアクセ
ス道路整備事業

継
続

道路整備課
　避難地域の復興と帰還に向けた環境整備とし
て復興拠点へのアクセス道路を整備する。

1,953

復興祈念公園整備事
業

新
規

まちづくり推進課
　復興祈念公園整備に向け、用地測量等の調査
や用地取得を実施する。

299

道路環境整備事業
新
規

道路管理課
　除染実施区域内のうち、空間線量率が低く
（0.23μSV/h未満）、除染を実施していない地区
の道路等側溝堆積物の撤去・処理を実施する。

824

応急仮設住宅維持管
理事業

継
続

建築住宅課

　避難者が恒久的な住宅への円滑な移行までの
避難者支援として、応急仮設住宅を適切に維持
管理するため、応急仮設住宅維持管理センター
による修繕や、管理市町村が行う除雪費等を補
助する。

378

復興公営住宅整備促
進事業

継
続

建築住宅課
（復興住宅担当）

　原子力災害により仮設住宅等での避難生活を
余儀なくされている方々の生活の安定を図るた
め、恒久的な住まいを確保する。

52,913

ふるさと帰還に向けた
住宅調査支援事業

新
規

建築指導課
　避難者の住宅再建・帰還を促進し、まちの活気
を呼び戻すため、避難指示を受けた市町村が行
う建物状況調査に対し、補助金を交付する。

5

住宅復興資金（二重
ローン）利子補給事業

継
続

建築指導課

　被災者の住宅再建を支援するため、住宅ロー
ンの残債務が５００万円以上ある被災者が、新た
な住宅の購入、建設、補修に必要な資金（５００
万円以上）を借り入れる場合、既存住宅ローンの
５年間分の利子相当額を一括補助する。

20

２　避難地域等復興加速化プロジェクト

３　生活再建支援プロジェクト
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

復興公営住宅入居支
援事業

継
続

建築住宅課

　復興公営住宅の入居対象者である居住制限者
は、いまだ全国に多数避難しており、膨大な数の
問い合わせへの対応及び募集・選定業務を円滑
かつ適正に執行するため委託業務を行う。

45

下水汚泥放射能対策
事業

継
続

下水道課

　原発事故で発生した放射性物質に汚染された
下水汚泥等を適切に保管するとともに、安定的
かつ確実な処分先の確保に取り組む。また、仮
設減容化施設の解体・撤去を実施する。

5,102

歩いて走って健康づく
り支援事業

新
規

道路管理課
まちづくり推進課

　健康長寿ふくしまの実現を目指し、若い世代か
ら高齢者までが安心して健康づくりに取り組める
環境を整備する。まちなかにおいては、住民が安
心して健康づくりができるように、まち歩きルート
になっている県道沿いにベンチや案内板を設置
する。また、中山間地域においては、ランニング
やサイクリングのルートになっている県管理道路
の路面に距離表示やルート案内板を設置する。

27

ふくしまの未来を育む
森と住まいのポイント
事業

継
続

建築指導課

　森林環境の保全、地域経済の循環、被災者等
の住宅再建、県外からの移住・定住を促進する
ため、県産木材を活用し、県内の大工・工務店が
施工した住宅取得に対し、県産品等と交換可能
なポイントを交付する。

42

道路敷を活用した再
生可能エネルギーの
導入事業

一
部
新
規

道路計画課
　県が管理するトンネルなどの道路照明用の電
力を賄うため、太陽光などを利用した再生可能エ
ネルギー施設を設置する。

50

都市公園太陽光発電
導入事業（再生・復
興）

新
規

まちづくり推進課
　県営都市公園の管理棟に太陽光発電を設置
し、再生可能エネルギー導入を推進する。

10

県営住宅太陽光発電
導入事業（再生・復
興）

継
続

建築住宅課

　東日本大震災の原子力災害を契機として、原
子力に依存しない県づくりを推進するため、既設
県営住宅の集会所において、再生可能エネル
ギーである太陽光発電装置を設置する。

10

福島県省エネルギー
住宅改修補助事業

継
続

建築指導課
　住宅の省エネルギー化や高齢者等の健康増進
等を図るため、既存戸建て住宅の断熱改修工事
に対し、補助金を交付する。

110

４　環境回復プロジェクト

７　農林水産業再生プロジェクト

５　心身の健康を守るプロジェクト

９　新産業創造プロジェクト
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

福島インバウンド復興
対策事業

新
規

道路整備課

　東日本大震災の影響により落ち込んでいる本
県の訪日外国人数を回復させ、本県の観光復興
を加速化させるため、道の駅内の案内表示や道
路案内標識のインバウンド対応化を推進する。

26

復興祈念公園整備事
業（再掲）

新
規

まちづくり推進課
　復興祈念公園整備に向け、用地測量等の調査
や用地取得を実施する。

299

道路整備事業
継
続

道路整備課
　災害に強く安全で安心なまちづくりを支えるた
め、海岸堤防や防災緑地などと一体的な道路を
整備する。

8,298

交付金事業（海岸）
（再生・復興）

継
続

河川整備課

　東北地方太平洋沖地震により被災した海岸堤
防について、津波・高潮対策として海岸堤防の築
堤及び嵩上げ、また、水路への樋門設置を実施
し、浸水被害の軽減を図る。

1,085

交付金事業（河川）
（再生・復興）

継
続

河川整備課

　東北地方太平洋沖地震により被災した河口部
の河川堤防について、津波・高潮対策として海岸
堤防の整備に併せて河川堤防の嵩上げを実施
し、浸水被害の軽減を図る。

5,292

公共災害復旧費（再
生・復興）

継
続

河川整備課
　東日本大震災により被害を受けた公共土木施
設を復旧し、地域の安全安心を確保する。

17,788

交付金事業（砂防）
（再生・復興）

継
続

砂防課

　東日本大震災による被災箇所及び震災により
土砂災害のおそれが生じた箇所において、えん
堤工や法枠工等の対策を行うことによって土砂
災害から県民の生命や財産を保護し、民生の安
定と県土の保全を図る。

1,422

復興交付金事業（防
災緑地）

継
続

まちづくり推進課
　通常時は緑地として機能し、津波発生時には津
波被害を軽減する防災緑地を整備する。

2,868

直轄道路事業の負担
金

継
続

道路計画課
　災害に強い道路ネットワーク構築を実現するた
め、本県の骨格をなす基幹的な道路の整備を促
進する。

9,677

国道115号相馬福島
道路事業の負担金

継
続

高速道路室
　被災地の早期の復旧・復興を図るため、国道１
１５号相馬福島道路の整備を促進する。

11,300

（仮）双葉IC整備の促
進

継
続

高速道路室

　双葉町の帰還や復興の各種施策を進める重要
施設として追加IC整備支援を行う。また、中間貯
蔵施設への除去土壌等の県内各地からの運搬
にあたって、安全性、効率性の向上を図る。

162

１０　風評・風化対策プロジェクト

１１　復興まちづくり・交流ネットワーク基盤強化プロジェクト
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（単位：百万円）

事　　業　　名
区
分

担当課 事　業　概　要 事業費

（仮）大熊IC整備の促
進

継
続

高速道路室

　大熊町の帰還や復興の各種施策を進める重要
施設として追加IC整備支援を行う。また、中間貯
蔵施設への除去土壌等の県内各地からの運搬
にあたって、安全性、効率性の向上を図る。

233

会津縦貫道整備事業
継
続

高速道路室
道路整備課

　災害に強い道路ネットワーク構築を実現するた
め、本県の骨格をなす基幹的な道路（会津縦貫
道）を整備する。

1,905

橋梁耐震補強事業
継
続

道路管理課
　災害に強い道路ネットワーク構築を実現するた
め、橋梁の耐震補強を進め、防災機能の強化を
図る。

216

緊急現道対策事業
継
続

道路管理課
　原発事故に起因する迂回交通や復興事業等に
より交通量が増加している路線において、緊急的
な現道対策を実施する。

250

道路機能強化事業
（路盤改良等）

継
続

道路管理課
　災害に強い道路ネットワーク構築を実現するた
め、路盤改良など道路機能を強化し、防災機能
の強化を図る。

2,948

災害防除事業（落石
対策等）

継
続

道路管理課
　災害に強い道路ネットワーク構築を実現するた
め、落石対策等を進め、防災機能の強化を図る。

3,335

ふくしま復興再生道路
整備事業

継
続

道路整備課
　避難解除等区域の復興を周辺地域から強力に
支援するため、広域的な物流や地域医療、産業
再生を支える８路線を整備する。

21,342

地域連携道路等整備
事業

継
続

道路整備課

　浜通りと中通り・会津との東西の広域的なネット
ワークの強化を図るとともに、災害に強い道路
ネットワーク構築を実現するため、地域連携道路
等を整備する。

32,376

小名浜港東港地区国
際物流ターミナル整備
事業

継
続

港湾課

　国際バルク戦略港湾に選定された小名浜港の
取扱貨物量の増加、船舶の大型化等に対応する
ため、国と共同で岸壁・泊地・橋りょう等の整備や
ふ頭の埋立造成を行う。

5,800

復興交付金事業（街
路）

継
続

まちづくり推進課
　東日本大震災による津波被災を受けた地域の
災害に強いまちづくりを進めるため、都市防災機
能を有する街路整備を行う。

333

土砂災害防止法に基
づく基礎調査推進事
業

継
続

砂防課
　土砂災害防止法に基づき、土砂災害警戒区域
等を指定するための基礎調査を実施する。

404

福島県建築物耐震化
促進事業

継
続

建築指導課

　法により耐震診断が義務付けられた不特定多
数の者が利用する大規模建築物、災害時の避難
所等となる防災拠点建築物等の耐震化を促進す
るため、事業者が行う耐震診断・改修へ補助金を
交付する市に対し、補助金を交付する。

177
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【一般会計】 （単位：千円、％）

平成29年度
当初予算案額（Ａ）

平成28年度
当初予算額（B）

増減額（Ａ－Ｂ） 比較（Ａ/Ｂ*100)

復興・創生事業

18,326,999 29,239,749 △ 10,912,750 62.7

176,417,373 196,801,940 △ 20,384,567 89.6

37,990,780 64,252,296 △ 26,261,516 59.1

普 通 建 設 事 業 費 1,237,680 2,012,000 △ 774,320 61.5

災 害 復 旧 事 業 費 18,399,800 49,240,463 △ 30,840,663 37.4

国 直 轄 事 業 負 担 金 18,353,300 12,999,833 5,353,467 141.2

138,426,593 132,549,644 5,876,949 104.4

194,744,372 226,041,689 △ 31,297,317 86.2

139,664,273 134,561,644 5,102,629 103.8

通常事業

18,648,158 16,466,872 2,181,286 113.2

69,437,853 69,924,718 △ 486,865 99.3

23,981,847 23,351,592 630,255 102.7

普 通 建 設 事 業 費 3,341,388 2,796,281 545,107 119.5

災 害 復 旧 事 業 費 8,921,300 8,571,065 350,235 104.1

国 直 轄 事 業 負 担 金 11,719,159 11,984,246 △ 265,087 97.8

29,274,725 32,293,806 △ 3,019,081 90.7

16,181,281 14,279,320 1,901,961 113.3

8,136,164 8,334,132 △ 197,968 97.6

96,222,175 94,725,722 1,496,453 101.6

48,797,394 49,369,407 △ 572,013 98.8

合計（復興・創生事業＋通常事業）

36,975,157 45,706,621 △ 8,731,464 80.9

245,855,226 266,726,658 △ 20,871,432 92.2

61,972,627 87,603,888 △ 25,631,261 70.7

普 通 建 設 事 業 費 4,579,068 4,808,281 △ 229,213 95.2

災 害 復 旧 事 業 費 27,321,100 57,811,528 △ 30,490,428 47.3

国 直 轄 事 業 負 担 金 30,072,459 24,984,079 5,088,380 120.4

167,701,318 164,843,450 2,857,868 101.7

16,181,281 14,279,320 1,901,961 113.3

8,136,164 8,334,132 △ 197,968 97.6

290,966,547 320,767,411 △ 29,800,864 90.7

188,461,667 183,931,051 4,530,616 102.5

【特別会計】

3,300,000 3,300,000 0 100.0

14,984,999 13,361,741 1,623,258 112.1

(6,680,400) (4,107,400) (2,573,000) (162.6)

(8,304,599) (9,254,341) (△949,742) (89.7)

15,517,521 20,794,442 △ 5,276,921 74.6

(2,136,260) (2,424,348) (△288,088) (88.1)

(13,381,261) (18,370,094) (△4,988,833) (72.8)

33,802,520 37,456,183 △ 3,653,663 90.2

【一般会計＋特別会計】

324,769,067 358,223,594 △ 33,454,527 90.7

合    計

合    計

義 務 的 経 費

流 域 下 水 道 事 業 特 別 会 計

県 単 公 共

（ 公 共 事 業 費 ）

（ 一 般 事 業 費 ）

（ 一 般 事 業 費 ）

（ 公 共 事 業 費 ）

義 務 的 経 費

港 湾 整 備 事 業 特 別 会 計

維 持 補 修 費

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計

公 共 事 業 費

公共事業費計（災害復旧事業費及び国直轄事業負担金を除く）

県 単 公 共

一 般 事 業 費

公共事業費計（災害復旧事業費及び国直轄事業負担金を除く）

一 般 公 共

維 持 補 修 費

県 単 公 共

一 般 公 共

公 共 事 業 費

一 般 公 共

公 共 事 業 費

一 般 事 業 費

公共事業費計（災害復旧事業費及び国直轄事業負担金を除く）

一 般 事 業 費

合                                    　　計

合                                    　　計

合                                    　　計

（１） 平成２９年度 土木部当初予算集計表

５ 資料編
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年
度

6
年
度

7
年
度

8
年
度

9
年
度

1
0
年
度

1
1
年
度

1
2
年
度

土
木
部
予
算
額

1
2
4
,7
8
3
1
2
7
,9
5
7
1
2
8
,2
6
1
1
3
8
,1
4
6
1
5
8
,4
9
1
1
7
2
,9
2
4
1
8
1
,0
5
2
1
7
9
,4
6
6
1
8
7
,6
9
7
1
9
4
,4
6
0
2
3
0
,9
4
7
2
1
4
,9
5
1
2
3
1
,6
7
4
2
3
3
,9
3
3
2
1
9
,6
5
5
2
1
6
,6
8
9
2
0
0
,0
1
4

県
予
算
額
に
占
め
る

土
木
部
の
割
合

2
2
.3
%

2
2
.0
%

2
1
.4
%

2
2
.6
%

2
4
.9
%

2
5
.2
%

2
4
.6
%

2
2
.7
%

2
2
.7
%

2
3
.1
%

2
5
.6
%

2
3
.6
%

2
4
.6
%

2
3
.8
%

2
1
.9
%

2
1
.5
%

1
9
.6
%

県
予
算
額

5
5
5
,4
1
2
5
5
9
,6
2
9
5
8
1
,2
1
6
6
0
0
,0
4
1
6
1
2
,5
4
3
6
3
5
,4
8
2
6
8
5
,7
0
4
7
3
6
,6
2
9
7
8
9
,8
1
8
8
2
7
,1
6
3
8
4
0
,1
5
2
9
0
2
,8
5
8
9
4
2
,6
7
2
9
8
2
,4
1
7
1
,0
0
1
,7
5
7
1
,0
0
9
,8
1
7
1
,0
1
9
,4
2
0

年
　
　
度

1
3
年
度

1
4
年
度

1
5
年
度

1
6
年
度

1
7
年
度

1
8
年
度

1
9
年
度

2
0
年
度

2
1
年
度

2
2
年
度

2
3
年
度

2
4
年
度

2
5
年
度

2
6
年
度

2
7
年
度

2
8
年
度

2
9
年
度

土
木
部
予
算
額

1
9
0
,0
3
1
1
5
8
,7
5
4
1
5
7
,3
5
3
1
4
5
,2
1
7
1
3
6
,2
9
8
1
2
5
,8
9
0
1
1
6
,5
0
0
1
1
2
,2
4
6
1
0
9
,2
7
1
1
0
2
,9
9
3

9
9
,0
5
0
2
5
2
,9
4
5
2
4
7
,4
8
7
2
9
2
,0
5
4
3
4
8
,0
4
3
3
2
0
,7
6
7
2
9
0
,9
6
7

県
予
算
額
に
占
め
る

土
木
部
の
割
合

1
8
.8
%

1
6
.5
%

1
6
.8
%

1
6
.0
%

1
4
.7
%

1
4
.5
%

1
3
.7
%

1
3
.4
%

1
2
.5
%

1
1
.4
%

1
1
.0
%

1
6
.0
%

1
4
.3
%

1
7
.0
%

1
8
.3
%

1
7
.0
%

1
6
.9
%

県
予
算
額

1
,0
1
0
,1
6
8
9
5
9
,9
4
3
9
3
6
,6
3
3
9
0
9
,6
2
9
9
2
5
,0
3
5
8
7
0
,9
2
9
8
5
1
,1
8
9
8
4
0
,7
1
9
8
7
5
,4
4
8
9
0
2
,2
2
0
9
0
0
,0
3
4
1
,5
7
6
,3
5
2
1
,7
3
1
,9
7
0
1
,7
1
4
,5
1
3
1
,8
9
9
,4
2
1
1
,8
8
1
,9
2
5
1
,7
1
8
,3
7
3

単
位
：
百
万
円

0
%

5
%

1
0
%

1
5
%

2
0
%

2
5
%

3
0
%

3
5
%

0

5
0
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0

1
5
0
,0
0
0

2
0
0
,0
0
0

2
5
0
,0
0
0

3
0
0
,0
0
0

3
5
0
,0
0
0

4
0
0
,0
0
0

部
予
算
（
復
興
・
創
生
）

部
予
算
（
通
常
）

県
予
算
に
占
め
る
土
木
部
予
算

（
２
）

土
木
部
一
般
会
計
当
初
予
算
の
推
移

県
予
算
に
占
め
る

土
木
部
予
算
(%
)

2
,3
3
9
億
円

9
年
度
当
初
県
予
算

9
,8
2
4
億
円
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